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八
、
親
し
い
人
々

寛
政
三
年
に
富
山
に
出
仕
し
て
致
仕
ま
で
の
二
十
年
間
、
寛
齋
は
江
戸
と
富
山
を
五
度
往
復
す
る
が
、
富
山
で
詠
ん
だ
詩
は
少
な
く
は
な
い
。
寛
斎
の
目
に

映
っ
た
富
山
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
た
か
。
小
論
で
は
、
富
山
で
親
し
く
し
た
人
々
と
の
交
流
に
視
点
を
置
い
て
論
じ
た
い
。

な
お
、
用
い
る
底
本
は
、﹁
文
政
四
年　

江
戸
浅
草
茅
町
二
町
目　

須
原
屋
伊
八
﹂一
の
出
版
に
な
る
﹃
寛
齋
先
生
遺
藁
﹄
で
あ
る
。

（
１
）
家
老
・
村
隼
人
と
の
交
わ
り

富
山
に
お
け
る
寛
齋
の
詩
の
中
で
、
最
も
多
く
詠
わ
れ
る
人
物
は
﹁
邨む
ら

大
夫
﹂、
す
な
わ
ち
、
富
山
藩
御
年
寄
︵
家
老
︶
村
隼
人
で
あ
る
。
村
隼
人
は
、
石

高
三
千
石
二
、藩
で
は
最
も
力
の
あ
っ
た
家
老
の
一
人
で
あ
り
、﹃
富
山
藩
士
由
緒
書
﹄三
の
家
名
﹁
村
左
兵
衛
﹂
の
項
に
は
、寛
政
頃
に
家
老
の
任
に
あ
っ
た
﹁
村

一　
﹃
詩
集　

日
本
漢
詩　

第
八
巻
﹄、
汲
古
書
院
、
昭
和
六
十
年
。

二　

当
時
の
藩
士
名
や
役
職
な
ど
を
記
す
史
料
で
あ
る
﹁
安
永
九
年
分
限
帳
﹂︵
富
山
県
立
図
書
館
蔵
︶
に
は
﹁
御
年
寄
村
隼
人
一
胤
三
千
石
﹂
と
あ
る
。

三　

新
田
二
郎
編
、︵﹃
越
中
資
料
集
成
２
﹄︶、 

桂
書
房
、
昭
和
六
十
年
。

読
解
と
解
説
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二

隼
人
﹂
と
し
て
、﹁
村
隼
人
一
胤
﹂﹁
村
隼
人
一
張
﹂四
の
二
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。﹁
村
隼
人
﹂
の
﹁
隼
人
﹂
は
、
本
来
官
名
の
隼
人
正
で
あ
っ
た
が
、
後
に
武

家
で
は
号
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。

村
隼
人　
　

一
胤

右
、
宝
暦
七
年
、
霑
慈
院
様
御
代
、
父
遺
知
三
千
石
被
下
置
、　　

御
家
老
職
被　

仰
付
置
候
、
寛
政
十
一
年
十
月
、
隠
居
被　

仰
付
、
名
善
兵
衛
与
相

改
⋮

文
化
十
一
年
二
月
十
五
日
、
病
死
仕
候

村
隼
人　
　

一
張

右
、
寛
政
四
年
、　

寛
隆
院
様
御
代
、
為
御
鼻
紙
代
弐
百
俵
被
下
置
、
御
家
老
職
御
雇
被　

仰
付
、
同
十
一
年
、
父
隼
人
知
行
三
千
石
被
下
置
、
御
家
老

職
被　

仰
付
置
候　

文
化
元
年
、　

霊
昭
院
様
御
代　

不
軽
過
失
二
付
禁
足
隠
居
被　

仰
付
、
下
屋
鋪
二
慎
罷
在
候
、
文
化
十
四
年
、
禁
足　

御
免
被 

仰
付
、

名
圖
書
与
相
改
。

文
政
十
年
四
月
廿
五
日
病
死
仕
候

こ
の
記
述
か
ら
、
寛
齋
が
富
山
に
赴
任
し
た
寛
政
三
年
当
時
、
家
老
で
あ
っ
た
﹁
村
大
夫
﹂
と
は
、
宝
暦
七
年
か
ら
寛
政
十
一
年
の
隠
居
ま
で
家
老
職
を
務

め
た
﹁
村
隼
人　

一
胤
﹂
で
あ
り
、
赴
任
の
翌
寛
政
四
年
に
は
、
そ
の
息
子
の
﹁
村
隼
人　

一
張
﹂
が
﹁
御
家
老
職
御
雇
﹂︵
ご
家
老
の
見
習
い
の
こ
と
か
︶

と
な
り
、
父
の
一
胤
が
隠
居
し
た
寛
政
十
一
年
か
ら
正
式
な
﹁
御
家
老
職
﹂
に
就
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
当
時
の
富
山
城
下
図
か
ら
は
、
村
隼
人
の
住

居
は
、
重
臣
の
屋
敷
が
置
か
れ
て
い
た
城
内
の
丸
の
内
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
寛
齋
の
宿
舎
が
藩
校
近
辺
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
寛
齋
は
村
家
ま
で
は
そ

う
遠
く
は
な
い
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

村
家
と
の
親
密
な
交
際
ぶ
り
は
、
身
内
に
宛
て
た
手
紙
か
ら
も
窺
え
る
。
例
え
ば
、
同
行
し
て
来
越
し
て
い
た
寛
齋
の
息
子
の
三
亥
が
、
そ
の
祖
母
︵
す
な

わ
ち
寛
齋
の
母
︶
に
︵
寛
政
五
年
八
月
︶
宛
て
た
手
紙
に
は
、﹁
夜
中
村
圖
書
︵
村
隼
人
一
胤
の
息
子
一
張
の
こ
と
︶
殿
、
富
田
頼
母
殿
な
そ
相
呼
れ
種
々
の

四　

上
掲
﹃
越
中
資
料
集
成
１
﹄
の
﹁
富
山
藩
侍
帳
安
永
九
年
︵
一
七
八
〇
︶﹂
の
項
に
も
﹁
御
年
寄
村
隼
人
一
胤
三
千
石
﹂
と
あ
る
。
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三

料
理
御
馳
走
罷
成
候
。﹂五
と
村
家
に
招
か
れ
て
料
理
を
振
舞
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

富
山
に
赴
任
し
て
ま
も
な
く
で
あ
ろ
う
か
、
寛
齋
が
村
大
夫
の
招
き
を
受
け
た
こ
と
が
、
次
の
二
首
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

①　

邨
大
夫
見
邀
（
邨
大
夫
に
邀む
か

え
ら
る
）

其
の
一

秋
宵
詩
酒
討
幽
期　
　

秋
宵 

詩
酒　

幽
期
を
討も
と

め

欲
把
高
齍
擬
習
池　
　

高こ
う
し齍
を
把と

り
て　

習
池
に
擬
せ
ん
と
欲
す

最
是
大
夫
多
野
意　
　

最
も
是
れ　

大
夫　

野
意　

多
し

後
園
霜
熟
剥
蹲
䲭　
　

後
園　

霜
熟
し　

蹲そ
ん

䲭し

を
剥む

く

【
現
代
語
訳
】　

秋
の
宵
、
詩
を
作
っ
て
酒
を
飲
む
約
束
を
し
た
。
手
に
器
を
も
っ
て
︵
山
簡
が
酒
を
楽
し
ん
だ
土
地
で
あ
る
︶
習
池
の
様
子
を
ま
ね
て
み
た
。
村
様
は
最
も

野
趣
に
富
む
。
中
庭
に
霜
が
す
っ
か
り
降
り
立
っ
た
中
で
、︵
村
様
は
︶
里
芋
の
皮
を
剥む

か
れ
た
。

【
解
説
】

﹁
詩
酒
﹂
は
、
詩
を
作
る
こ
と
と
酒
を
楽
し
む
こ
と
を
い
い
、
文
人
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
宋
代
の
陸
游
は
そ
の
こ
と
を
﹁
詩
酒
平
生
楽
、
無
如

老
病
侵
︵
詩
酒
は
平
生
の
楽
し
み
に
し
て
、
老
病
の
侵
す
如
き
は
無
し
︶﹂六
や
﹁
我
生
寓
詩
酒
、
本
以
全
吾
真
︵
我
が
生
は
詩
酒
に
寓や
ど

り
、
本
も
と
も
と

以
て
吾
が
真
を

全
せ
ん
と
す
︶﹂七
等
と
詠
ん
で
い
る
。

﹁
習
池
に
擬
せ
ん
と
欲
す
﹂
は
晋
の
竹
林
の
七
賢
の
一
人
で
あ
る
山
濤
の
子
の
山
簡
と
か
か
わ
り
が
あ
る
言
葉
で
あ
る
。
山
簡
は
、
無
類
の
酒
好
き
だ
っ
た

五　

市
河
三
陽
著
﹃
復
刻
市
河
寛
齋
先
生
﹄︵
あ
か
ぎ
出
版
、
平
成
四
年
︶
一
四
五
頁
。

六　
﹃
劔
南
詩
稿
﹄
卷
五
十
九
﹁
詩
酒
﹂。

七　
﹃
劔
南
詩
稿
﹄
卷
八
十
﹁
詩
酒
﹂。
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四

よ
う
で
、﹁
簡
、
優
游
す
る
こ
と
卒
歲
八
、
唯
だ
酒
の
み
是
れ
耽ふ
け

る
。
諸
の
習
氏
、
荊
土
の
豪
族
に
し
て
、
佳
き
園
池
有
り
。
簡
、
每つ
ね

に
出
で
て
嬉
遊
し
、
多
く

池
上
に
之い

き
、
置
酒
す
れ
ば
輒す
な
わち
醉
い
、
之
を
名
づ
け
て
高
陽
池
と
曰い

う
﹂九
と
記
さ
れ
て
い
る
。
簡
は
永
嘉
三
年
︵
三
〇
九
年
︶
に
西
晋
に
仕
え
、
刺
史
に

任
命
さ
れ
て
襄
陽
に
赴
い
た
が
、
一
年
中
の
ん
び
り
と
遊
び
、
た
だ
酒
に
耽
る
毎
日
だ
っ
た
。
諸
と
い
う
と
こ
ろ
の
習
氏
は
、
荊
州
の
豪
族
で
、
家
に
は
大
き

な
園
池
が
あ
っ
た
。
簡
は
い
つ
も
、
習
家
の
池
に
行
っ
て
酒
が
あ
れ
ば
飲
ん
で
酔
い
、
そ
の
池
を
高
陽
池
と
呼
ん
だ
と
い
う
。
寛
齋
は
、
こ
の
故
事
を
借
り
、

村
家
老
と
と
も
に
酒
を
楽
し
む
交
流
の
様
を
﹁
習
池
に
擬
せ
ん
と
欲
す
﹂
と
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

﹁
多
野
意
﹂
は
、
野
趣
に
富
む
こ
と
、
ま
た
、
洒
脱
豪
放
で
些
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と
。
寛
齋
が
村
家
老
を
﹁
多
野
意
﹂
と
評
す
る
こ
と
か
ら
、
両
者
は

相
当
に
打
ち
解
け
た
仲
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

﹁
高
齍
﹂
の
﹁
齍
﹂
は
、
黍
等
の
穀
物
を
盛
る
祭
器
。﹁
蹲
䲭
﹂
は
、
さ
と
い
も
の
こ
と
。

其
の
二

孤
負
東
籬
賞
歳
華　
　

東
籬
に
て　

歳
華
を
賞
す
る
こ
と
に　

孤
負
し

秋
將
盡
夜
在
天
涯　
　

秋
の
將ま
さ

に
盡つ

き
ん
と
す
る
夜　

天
涯
に
在
り　
　

非
君
詩
酒
相
邀
切　
　

君
が　

詩
酒
も
て　

相
邀む
か

え
る
の
切
に
非
ざ
れ
ば　

那
向
瓶
中
見
菊
花　
　

那な
ん

ぞ　

瓶
中
に
向
か
い
て　

菊
花
を
見
ん　

【
現
代
語
訳
】　

︵
江
戸
の
自
宅
の
︶
東
の
垣
根
で
花
︵
菊
︶
を
愛
で
る
こ
と
を
せ
ず
、
秋
も
終
わ
ろ
う
と
す
る
夜
、︵
私
は
︶
天
の
果
て
︵
富
山
︶
に
い
る
。
あ
な
た
が
詩
酒

で
ね
ん
ご
ろ
に
私
を
招
い
て
下
さ
ら
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
酒
瓶
︵
壺
︶
に
浮
か
ぶ
菊
を
見
た
り
な
ど
し
ま
し
ょ
う
か
一
〇
。

八　
﹁
優
游
以
卒
歳
﹂
は
、
悠
々
と
過
ご
し
て
一
年
を
送
る
こ
と
。

九　
﹃
晋
書
﹄
列
伝
第
十
三
巻
﹁
山
濤
︵
子
簡
・
簡
子
遐
︶﹂。

一
〇　

 

本
一
首
は
、
蔡
毅
・
西
岡
淳
﹃
日
本
漢
詩
人
選
集
９　

市
河
寛
斎
﹄︵
研
文
出
版
、
二
〇
〇
七
︶
八
十
二
頁
に
も
現
代
語
訳
及
び
解
説
が
あ
る
。 　

－ 204 － － 205 －



市
河
寛
齋
の
詠
ん
だ
富
山
　
㈢

五

【
解
説
】

二
首
目
に
は
、
秋
も
終
わ
ろ
う
と
す
る
夜
に
、
菊
を
愛
で
る
寛
齋
が
描
か
れ
る
。
こ
の
詩
で
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
江
戸
を
離
れ
て
孤
独
な
自
分
を
ね
ん

ご
ろ
に
招
い
て
く
れ
た
︵﹁
相
邀
え
る
の
切
に
﹂︶
村
家
老
へ
の
感
謝
で
あ
る
。

﹁
孤
負
﹂
は
、
そ
む
く
こ
と
。﹁
東
籬
﹂
は
、
屋
敷
の
東
側
の
垣
根
、
こ
こ
で
は
、
江
戸
の
自
宅
の
垣
根
を
指
す
。﹁
東
籬
﹂
は
、
結
句
の
﹁
菊
﹂
を
導
き
出

す
た
め
の
一
語
と
い
え
る
。
陶
潜
︵
淵
明
︶
の
﹁
飲
酒
﹂
二
十
首
の
其
五
に
﹁
採
菊
東
籬
下
︵
菊
を
採
る　

東
籬
の
下
︶﹂
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
表
現
と

思
わ
れ
る
。﹁
瓶
中
﹂
は
、
酒
瓶
︵
壺
︶
の
中
を
指
す
。﹁
瓶
中
に
向
か
い
て
菊
花
を
見
ん
﹂
は
、
や
は
り
、﹁
飲
酒
﹂
其
七
に
、﹁
秋
菊
有
佳
色
、
裛
露
掇
其
英
。

汎
此
忘
憂
物
、
遠
我
遺
世
情
︵
秋
菊　

佳
色
あ
り　

露
を
裛つ
つ

み
て
其
の
英
を
採
り　

此
の
忘
憂
の
物
に
汎う
か

べ
て　

我
が
世
を
遺わ
す

る
る
の
情
を
遠
く
す
︶﹂
を
踏

ま
え
た
も
の
で
、
菊
の
花
を
酒
︵
忘
憂
の
物
︶
に
浮
か
べ
て
見
る
こ
と
を
い
う
。

寛
政
四
年
、﹃
寛
齋
先
生
遺
藁
﹄
巻
一
、二
七
三
頁
。

こ
の
翌
年
の
春
に
も
二
人
の
交
流
の
軌
跡
は
記
さ
れ
る
。
秋
の
菊
花
か
ら
、
冬
を
経
て
い
つ
し
か
初
春
の
梅
花
へ
と
変
わ
っ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
花
を
愛

で
る
行
為
が
描
か
れ
て
い
る
。

②　

春
夜
邨
大
夫
席
上
看
盆
梅
（
春
の
夜　

村
大
夫
の
席
上
に
て
盆
梅
を
看
る
）

夜
賞
盆
梅
花
未
残　
　

夜　

盆
梅
を
賞め

ず　

花　

未
だ
残そ
こ
なわ
れ
ず

交
枝
紅
白
巧
堪
寒　
　

枝
を
交か

わ
し　

紅
白 　

巧
み
に
寒
さ
に
堪
ゆ

忙
中
但
恐
孤
芳
事　
　

忙
中　

但
だ
恐
る　

芳
事
に
孤そ
む

く
こ
と
を

更
挑
青
燈
子
細
看　
　

更
に　

青
燈
を
挑か
か

げ
て　

子
細
に
看
る

【
現
代
語
訳
】　

村
家
を
訪
れ
た
夜
に
、
邸
の
盆
栽
の
梅
の
花
を
愛
で
る
と
、
ま
だ
枯
れ
て
い
な
い
。
梅
は
枝
を
交
差
さ
せ
て
紅
白
が
巧
み
に
入い
り

交ま
じ

り
寒
さ
に
耐
え
て
い
る
。

忙
し
さ
の
中
で
、
美
し
い
花
に
背
か
な
い
よ
う
に
と
、
読
書
用
の
灯
火
の
灯
心
を
更
に
掻
き
立
て
て
じ
っ
く
り
と
見
た
。
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六

【
解
説
】

漢
詩
の
中
で
、﹁
夜
の
梅
﹂
は
、王
安
石
﹁
梅
花
﹂
の
句
﹁
為
有
暗
香
来
﹂一
一
の
よ
う
に
、ほ
の
か
な
香
り
が
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、こ
の
一
首
は
、

盆
梅
全
体
、
な
か
で
も
、
一
つ
の
幹
か
ら
咲
く
紅
白
の
梅
花
が
枝
を
絡
み
合
わ
せ
て
い
る
姿
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
姿
を
﹁
巧
み
に
寒
さ
に
堪
ゆ
﹂
と
表
現

し
た
の
は
、
一
人
異
郷
に
い
る
こ
と
の
寂
し
さ
が
背
景
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

﹁
残
﹂
は
、
そ
こ
な
う
こ
と
。﹁
孤
﹂
は
、
前
出
の
﹁
孤
負
﹂
と
同
じ
意
味
で
そ
む
く
こ
と
。﹁
芳
事
﹂
は
、
花
が
咲
い
て
い
る
状
態
を
指
す
。﹁
芳
事
﹂
を
用

い
た
詩
と
し
て
、
元
代
の
黄
庚
に
、﹁
芳
事
闌
珊
三
月
時
、
春
愁
惟
有
落
花
知
︵
美
し
い
花
が
散
り
乱
れ
る
三
月
の
時
、
春
の
憂
い
は
落
花
の
み
が
知
る
︶﹂一
二

の
句
が
あ
る
。　

寛
政
四
年
、﹃
寛
齋
先
生
遺
藁
﹄
巻
一
、二
七
六
頁
。

③　

夏
日
過
邨
大
夫
林
亭　
（
夏
日　

邨
大
夫
の
林
亭
を
過よ
ぎ

る
）

斜
日
蟬
聲
碧
樹
陰　
　

斜
日　

蟬
聲　

碧
樹
の
陰

炎
蒸
洗
盡
稱
煩
襟　
　

炎
蒸　

洗
盡
し
て　

煩
襟
に
稱か
な

う

清
涼
一
段
添
成
趣　
　

清
涼
一
段　

添
え
て　

趣
を
成
す

氷
裂
紋
寒
古
漆
琴　
　

氷
裂
の
紋
寒さ
む

き　

古
漆
の
琴

【
現
代
語
訳
】

日
が
傾
い
て
蝉
の
声
が
す
る
緑
樹
の
木
陰
は
、
暑
さ
を
取
り
去
っ
て
く
れ
て
、
胸
の
つ
か
え
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
。
こ
の
清
涼
に
趣
を
添
え
て
い
る
の
は
、
氷

の
裂
け
た
模
様
の
寒
々
と
し
た
古
い
漆
琴
で
あ
る
。

一
一　

宋
代
王
安
石
﹃
臨
川
文
集
﹄
卷
二
十
六
﹁
梅
花
﹂。

一
二　

元
代
黄
庚
﹃
月
屋
漫
稿
﹄﹁
暮
春
﹂。
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七

【
解
説
】

富
山
で
の
初
め
て
の
夏
。
寛
齋
は
、
高
木
が
鬱
蒼
と
茂
る
村
家
老
の
邸
宅
を
訪
れ
た
。
村
家
に
は
、
古
い
漆
塗
り
の
琴
が
あ
っ
て
、
夏
の
夕
暮
れ
時
に
は
、

家
族
の
誰
か
が
美
し
い
音
色
を
奏
で
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
氷
の
裂
け
目
が
つ
い
た
模
様
の
琴
で
あ
っ
た
。

﹁
煩
襟
﹂と
は
、苦
し
み
悩
む
胸
の
内
。こ
の
一
語
は
、元
代
湯
舜
民
の
散
曲
一
三﹁
謁
金
門　

納
涼
寓
意
﹂一
四
に﹁
翠
林
、緑
陰
、喜
把
紅
塵
禁
。炎
蒸
従
此
去
煩
襟
、

毛
骨
如
冰
沁
︵
翠
の
林
、
緑
の
陰
、
世
間
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
を
避
け
ら
れ
る
の
が
う
れ
し
い
。
暑
さ
も
こ
れ
で
憂
い
を
取
り
去
り
、
身
体
も
氷
の
よ
う
に
冷
た

く
な
っ
た
。︶。﹂
に
見
え
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
鬱
蒼
と
し
た
木
陰
︵﹁
碧
樹
陰
﹂︶
は
暑
さ
も
取
り
去
る
こ
と
が
で
き
︵﹁
炎
蒸
洗
盡
﹂︶、
苦
し
み
悩
む
心
に
は
ふ

さ
わ
し
い
︵﹁
稱
煩
襟
﹂︶
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
ひ
び
割
れ
模
様
の
古
琴
の
描
写
は
、
清
涼
さ
の
描
写
と
と
も
に
村
家
の
家
風
や
歴
史
を
賛
美
し
た
も
の
。
な

お
、
中
国
で
は
、
琴
に
ひ
び
割
れ
が
あ
る
の
は
五
百
年
ほ
ど
経
た
も
の
︵﹁
古
琴
以
断
紋
為
証
、
琴
不
歴
五
百
歳
不
断
﹂︶一
五
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
年
は
、
一
度
江
戸
に
も
ど
り
、
六
月
五
日
ご
ろ
再
び
︵
二
回
目
︶
来
越
し
た
。
長
男
三
亥
を
連
れ
て
の
勤
務
で
あ
っ
た
。

寛
政
五
年
、﹃
寛
齋
先
生
遺
藁
﹄
巻
二
、二
七
九
頁
。

④　

郊
行
和
邨
大
夫
韻
（
郊
行
し
邨
大
夫
の
韻
に
和
す
）

秋
郊
一
路
覓
詩
初　
　

秋
郊
一
路　

詩
を
覓も
と

め
る
の
初
め

痩
柳
衰
楓
興
不
虚　
　

痩
柳
衰
楓　

興　

虚
し
か
ら
ず

最
愛
江
頭
人
少
處　
　

最
も
愛
す　

江
頭　

人　

少
な
き
處

清
沙
水
浅
見
遊
魚　
　

清
沙
水
浅
く
し
て　

遊
魚
を
見
る

一
三　

端
唄
や
小
唄
に
相
当
す
る
曲
。
既
成
の
メ
ロ
デ
ィ
が
あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
作
る
。

一
四　

隋
樹
森
編
﹃
全
元
散
曲
﹄︵
中
華
書
局
、
一
九
九
一
︶
一
五
九
五
頁
。

一
五　
﹃
四
庫
全
書
﹄
収
録
、
宋
・
趙
希
鵠
撰
﹃
洞
天
清
録
﹄﹁
古
琴
辨
断
紋
﹂。
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八

【
現
代
語
訳
】

秋
の
日
、
郊
外
に
詩
作
に
出
か
け
は
じ
め
た
こ
ろ
、
瘦
せ
た
柳
や
散
り
ゆ
く
楓
に
心
惹
か
れ
た
。
し
か
し
、
河
の
ほ
と
り
の
、
人
気
が
少
な
い
と
こ
ろ
が
最

も
好
き
だ
。︵
そ
こ
で
︶
水
が
清
く
澄
み
浅
瀬
で
泳
ぐ
魚
を
見
る
の
だ
。

【
解
説
】

秋
の
日
、
郊
外
の
河
畔
を
散
策
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
神
通
川
の
河
畔
か
、
或
い
は
、
神
通
川
に
流
れ
込
む
鼬
川
の
辺
り
か
。
そ
の
浅
瀬
の
河
水
は
、

澄
ん
で
い
て
魚
が
泳
い
で
い
る
の
も
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
た
。

寛
齋
が
好
ん
で
読
ん
だ
陸
游
詩
の
中
に
、﹁
水
清
沙
淨
見
遊
魚
、
槐
柳
陰
陰
五
月
初
﹂一
六
と
い
う
句
が
あ
る
。
こ
の
陸
游
詩
は
、
陸
游
の
故
郷
・
西
村
を
尋

ね
た
際
に
詠
ん
だ
も
の
で
、
季
節
は
五
月
。
詩
に
は
、
故
郷
な
ら
で
は
の
解
放
感
、
小
さ
き
も
の
へ
の
愛
情
が
窺
え
る
。
翻
っ
て
、
寛
齋
詩
は
九
月
に
異
郷
に

て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
川
添
い
の
人
の
往
来
が
少
な
い
と
こ
ろ
の
澄
ん
だ
浅
瀬
で
自
由
に
の
び
の
び
と
泳
ぐ
魚
が
目
に
入
っ
た
。
寛
齋
は
、
異
郷
に
い
る
こ

と
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
自
然
が
こ
こ
に
は
あ
る
、
と
述
べ
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

寛
政
五
年
、﹃
寛
齋
先
生
遺
藁
﹄
巻
二
、二
八
〇
頁
。

⑤　

冬
初
過
邨
家
二
首
（
冬
の
初
め　

村
家
を
過よ
ぎ

る
二
首
）

其
の
一

雪
雲
風
捲
霽
寒
霄　
　

雪
雲　

風
に
捲ま

か
れ
て　

寒か
ん
し
ょ
う霄に　

霽は

る

詩
未
成
間
酒
半
消　
　

詩　

未
だ
成
ら
ざ
る
間
に　

酒　

半
ば
消け

す

但
有
邨
翁
能
好
客　
　

但
だ　

邨
翁
の　

能よ

く　

客
を
好
む
有
り
て

地
爐
手
折
積
柴
焼　
　

地
爐
に　

手
で　

積
柴
を
折
り
て　

焼た

く

一
六　
﹃
劔
南
詩
稿
﹄
巻
五
十
一
﹁
游
西
村
贈
隠
者
﹂。
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九

【
現
代
語
訳
】

雪
雲
が
風
に
巻
き
あ
げ
ら
れ
て
、
寒
い
夜
空
は
晴
れ
わ
た
り
、
詩
は
ま
だ
出
来
上
が
っ
て
い
な
い
の
に
、
酒
は
半
ば
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
村

様
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
富
む
方
だ
か
ら
、
囲
炉
裏
に
薪
を
手
ず
か
ら
折
っ
て
燃
や
し
て
い
る
︵
燗
酒
を
用
意
し
て
く
れ
て
い
る
︶。

【
解
説
】

雪
が
降
る
よ
う
な
空
模
様
で
あ
っ
た
が
、
一
陣
の
風
が
吹
き
、
冷
た
い
空
気
に
空
は
晴
れ
た
。
そ
の
日
、
寛
齋
と
村
家
老
ら
は
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
詩
作
の

会
︵
い
わ
ゆ
る
﹁
詩
酒
﹂︶
を
催
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
燗
酒
は
飲
み
切
っ
た
。
す
る
と
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
富
む
家
老
は
、
炉
に
薪
を
く
べ
て
、
燗
の
準

備
を
し
た
の
で
あ
る
。

﹁
寒か
ん
し
ょ
う霄に　

霽は

る
﹂
は
、﹁
寒
い
夜
に
晴
れ
る
﹂
の
意
で
、杜
甫
﹁
閣
夜
﹂一
七
詩
に
、﹁
歳
暮
陰
陽
催
短
景
、天
涯
霜
雪
霽
寒
宵
︵
年
の
暮
れ
に
な
り
、陰
陽
二
気
は
、

昼
間
を
短
く
す
る
よ
う
に
せ
き
た
て
、
故
郷
か
ら
遠
い
天
の
涯
の
よ
う
な
地
の
霜
や
雪
は
、
寒
い
夜
に
な
っ
て
晴
れ
た
︶。﹂
と
見
え
る
。
杜
甫
﹁
閣
夜
﹂
は
、

歳
暮
に
異
郷
に
て
詠
ん
だ
詩
で
あ
り
全
体
に
寂
寥
感
が
漂
う
。
一
方
、
寛
齋
詩
に
は
、
起
句
・
承
句
に
こ
そ
杜
甫
詩
に
み
る
寂
し
さ
は
あ
る
も
の
の
、
転
句
で

は
、
村
家
老
の
客
好
き
な
人
柄
に
よ
っ
て
心
安
ら
い
だ
さ
ま
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

﹁
地
爐
﹂
は
、﹁
囲
炉
裏
﹂
と
解
釈
し
た
が
、
寛
齋
詩
に
は
﹁
手
爐
﹂︵
文
化
二
年
︶
と
題
す
る
詩
も
あ
り
、
そ
の
前
年
に
亡
く
な
っ
た
母
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
た
﹁
手
爐
﹂
す
な
わ
ち
﹁
火
鉢
﹂
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。﹁
三
冬
取
友
幾
年
年
、
吟
臥
牀
頭
籠
煖
烟
。
最
是
寒
宵
伴
愁
處
、
越
山
風
雪
夢
醒
邊
︵
冬
の

三
か
月
、
友
と
し
て
も
幾
年
も
た
つ
。
寝
そ
べ
っ
て
詩
を
詠
む
布
団
の
傍
ら
で
温
か
い
煙
を
漂
わ
す
。
特
に
、
寒
く
鬱
々
と
し
た
折
、
越
中
の
山
か
ら
吹
き
来

る
風
雪
に
目
が
覚
め
た
時
。︶﹂一
八
と
あ
り
、﹁
爐
﹂
一
字
が
つ
く
﹁
地
爐
﹂﹁
手
爐
﹂
両
語
は
共
に
、
体
を
温
め
る
の
み
な
ら
ず
、﹁
友
﹂
の
よ
う
に
、
心
を
温

め
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

一
七　
﹃
九
家
集
注
杜
詩
﹄
卷
三
十
一
。

一
八　

文
化
二
年
、﹃
寛
齋
先
生
遺
藁
﹄
巻
三
、二
九
六
頁
。
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一
〇

其
の
二

南
山
昨
夜
一
聲
雷　
　

南
山　

昨
夜　

一
聲
の
雷

淡
日
風
収
雪
欲
催　
　

淡
日　

風
収
ま
り　

雪　

催
さ
ん
と
欲
す

應
惜
人
来
破
幽
趣　
　

應ま
さ

に
惜
し
む
べ
し　

人
の
来
り
て　

幽
趣
を
破
る
を

成
堆
落
葉
護
蒼
苔　
　

堆
を
成
す
落
葉　

蒼
苔
を
護
る

【
現
代
語
訳
】

南
の
ほ
う
の
山
で
、
昨
夜
、
雷
が
鳴
っ
た
。
薄
日
の
中
、
風
も
収
ま
り
雪
が
今
に
も
降
り
そ
う
だ
。
た
だ
、
誰
か
が
や
っ
て
来
て
静
か
な
風
情
を
壊
す
の
は

残
念
だ
。
積
ま
れ
た
落
ち
葉
が
青
い
苔
を
護
っ
て
い
る
の
に
。

【
解
説
】

漢
代
の
楽
府
﹁
上
邪
﹂
は
、
天
変
地
異
で
も
起
こ
ら
な
い
限
り
あ
な
た
と
は
別
れ
な
い
、
と
い
う
強
い
感
情
を
表
出
し
た
詩
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
原
文
は
﹁
山
に
陵お
か

無
く
、
江
水
為た
め

に
竭つ

き
、
冬
雷
震
震
と
し
て
、
夏
に
雪
雨ふ

り
、
天
地
合
し
て
、
乃
ち
敢
て
君
と
絶
た
ん
︵
山
に
丘
が
な
く
な
り
、
川
に
水

が
な
く
な
り
、
冬
に
雷
が
鳴
り
響
き
、
夏
に
雪
が
降
っ
て
、
天
地
が
合
わ
さ
る
ほ
ど
の
と
き
が
来
た
ら
別
れ
よ
う
︶﹂
と
あ
る
。﹁
冬
に
雷
が
鳴
り
響
き
、
夏
に

雪
が
降
る
こ
と
﹂
な
ど
あ
り
得
な
い
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
の
表
現
で
あ
る
。

し
か
し
、
寛
齋
詩
の
﹁
一
聲
雷
﹂
は
、
冬
の
雷
で
は
あ
る
も
の
の
、
天
変
地
異
で
は
な
い
。
越
中
で
は
、
冬
雷
は
南
か
ら
き
て
、
そ
れ
が
鳴
る
と
日
本
海
を

回
遊
し
て
い
る
ブ
リ
が
獲と

れ
始
め
る
こ
と
か
ら
、
冬
の
雷
を
﹁
ぶ
り
起
こ
し
﹂
と
も
言
い
、
今
日
で
も
富
山
の
冬
の
風
物
詩
で
あ
る
。

起
句
、
承
句
は
、
雷
の
後
に
、
静
け
さ
の
中
で
、
雪
模
様
に
移
行
す
る
日
本
海
の
冬
の
気
候
を
描
き
、
転
句
で
、
誰
か
が
や
っ
て
き
て
そ
の
静
寂
な
風
情
を

破
る
こ
と
を
残
念
だ
と
い
い
、
結
句
で
、
落
ち
葉
が
苔
を
守
り
自
然
が
静
か
に
守
ら
れ
て
い
て
趣
に
富
む
の
に
と
結
び
、
人
の
足
で
そ
れ
が
踏
み
に
じ
ら
れ
る

の
が
残
念
だ
と
眼
前
の
風
情
を
い
つ
く
し
ん
で
い
る
。
或
い
は
、﹁
人
来
り
て
﹂
の
﹁
人
﹂
は
寛
齋
の
こ
と
を
指
し
、そ
の
訪
問
に
よ
っ
て
、村
大
夫
の
﹁
幽
趣
﹂

あ
る
生
活
を
邪
魔
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
詫
び
と
温
か
い
接
待
を
受
け
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

寛
政
六
年
、﹃
寛
齋
先
生
遺
藁
﹄
巻
二
、二
八
〇
頁
。
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市
河
寛
齋
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詠
ん
だ
富
山
　
㈢

一
一

（
２
）
秀
才
・
國
寶
と
の
交
わ
り

﹁
國
寶
﹂
と
は
、前
稿
に
記
し
た
よ
う
に
、後
に
広
徳
館
の
祭
酒
に
な
る
大
野
拙
齋
︵
一
七
七
二
~
一
八
三
〇
︶
の
字あ
ざ
なで
あ
り
、﹃
続
近
世
百
傑
傳
﹄一
九
に
は
﹁
大

野
拙
齋
﹂
の
項
目
が
あ
り
、﹁
拙
齋
、
名な

は
鼎
、
字あ
ざ
なは
國
寶
、
通
稱
十
郎
、
本
姓
は
紀
、
拙
齋
は
そ
の
別
號
な
り
。﹂
と
あ
る
。
拙
齋
は
、
幼
少
時
か
ら
優
れ
た

才
能︵﹁
幼
く
し
て
敏
悟
凡
児
に
異
な
り
﹂︶を
見
せ
た
よ
う
で
、人
々
は
僧
や
医
者
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
本
人
は
好
ま
な
か
っ
た
。し
か
し
、そ
の
後
、﹁
典
奥
﹂

す
な
わ
ち
学
問
の
奥
義
に
は
強
い
関
心
を
示
し
、
そ
れ
を
究
め
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。﹁
書
を
妙
傳
寺
に
讀
む
、
人
事
を
却き
ゃ
く
そ
う掃し
て
典て
ん

奥お
う

を
鑚さ
ん

尋じ
ん

す
、
是
に

於お
い

て
か
學が
く

日
に
益ま
す
ます
進
む
、
一
時
の
耆き

宿し
ゅ
く

皆
遠
到
を
期
す
。
富
山
の
家
老
某
殊こ
と

に
其そ
の

才さ
い

を
愛
し
、
厚
餽
以
て
學
費
を
資た
す

く
。
上
毛
の
河
子
静
、
藩
の
辟め
し

に
應

じ
て
至
る
や
、
一ひ
と
たひ
見
て
遽
に
わ
か
に

稱
し
て
曰い
わ
く、
是こ
れ

國く
に

の
寶た
か
らな
り
。
因
て
以
て
字あ
ざ
なと
す
。﹂
と
あ
る
よ
う
に
、
妙
傳
寺
二
〇
で
学
問
を
修
め
、
寛
齋
︵
河
子
静
︶
も
そ

の
才
を
高
く
評
価
し
て
、﹁
國
寶
﹂
と
呼
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
、﹁
國
﹂
と
は
﹁
越
中
の
国
﹂
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
富
山
の
﹁
家
老
某
﹂
も
そ
の
才
能
を
高
く
買
っ

た
と
あ
る
が
、
家
老
某
と
は
、
前
述
の
村
家
老
で
あ
り
、
学
費
を
援
助
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
京
に
上
っ
て
学
ん
で
く
る
よ
う
に
勧
め
る
と
、
京
で
は
一
流
の
学
者
と
行
き
来
し
た
。
脚
気
を
患
い
一
度
は
帰
越
し
た
も
の
の
、
再
度
、
京
に
上
っ

て
、
当
時
一
流
の
禅
僧
か
つ
漢
詩
人
で
あ
る
大
典
顕
常
に
教
え
を
乞
う
た
。
大
典
は
、
最
初
は
お
ご
り
高
ぶ
る
さ
ま
︵﹁
簡
亢
﹂︶
で
拙
齋
を
拒
否
し
た
も
の
の
、

幾
度
も
頼
ん
だ
結
果
、
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。
拙
齋
が
あ
ま
り
根
を
詰
め
て
学
ぶ
こ
と
か
ら
、
大
典
が
そ
の
理
由
を
聞
く
と
、﹁
昔
、
自
分
は
夭
折
と
占
わ
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
名
を
残
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
﹂
と
答
え
て
熱
心
に
学
ん
だ
。
刻
苦
勉
励
の
後
、
そ
の
甲
斐
あ
っ

て
、
拙
齋
の
学
問
は
、
大
典
に
﹁
経
書
の
解
釈
は
自
分
と
合
致
す
る
。
と
も
に
語
り
合
お
う
﹂
と
ま
で
言
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
に
つ
い
て
、
前
掲
書
は

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

之
を
慫
慂
し
て
上
國
に
學
は
し
む
、
乃
ち
京
に
遊
び
搢
紳
文
儒
の
間
に
往
来
す
。
交
は
る
所
み
な
當
時
の
名
流
、
た
ま
〳
〵
脚
疾
を
得
て
國
に
還
る
。
後

一
九　

干
河
岸
貫
一
編
︵
博
文
館
、
明
治
三
十
四
年
刊
︶
一
〇
六
~
一
一
一
頁
。﹃
近
世
百
傑
傳
﹄
は
、
本
編
と
続
編
か
ら
成
る
が
、
併
せ
て
近
世
の
名
士
二
百
人
が
集
録
さ
れ
て

い
る
。
干
河
岸
は
﹁
拙
齋
先
生
大
野
君
墓
碣
銘
﹂︵
釋
玉
澗
︶
に
基
づ
い
て
記
し
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、﹁
拙
齋
先
生
大
野
君
墓
碣
銘
﹂︵
釋
玉
澗
︶
は
、﹃
近
世
名
家
碑
文
集
﹄

︵
明
治
二
十
六
年
、
經
濟
雑
誌
社
︶
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

二
〇　

妙
傳
寺
は
、
当
時
、
今
日
の
山
王
町
日
枝
神
社
東
隣
に
あ
っ
た
が
、
明
治
三
年
に
、
廃
仏
稀
釈
に
よ
る
合
寺
令
に
よ
り
梅
沢
町
に
移
転
し
た
。
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一
二

再
遊
し
名
刺
を
脩
し
て
大
典
禪
師
に
謁
す
。
簡か
ん
こ
う
み
だ

亢
猥
り
に
容
接
せ
ず
、
三
た
び
往ゆ
き

て
乃
ち
見ま
み

え
、
留
め
て
側
に
侍
せ
し
む
。
夙
し
ゅ
く

夜や

矻こ
つ

々こ
つ

刻
意
力
學
す
。
大
典

疾や
ま
いを
得
る
を
恐
れ
、
時
に
之
を
慰い

諭ゆ

す
。
拙
齋
曰い
わ
く、
昔む
か

し
鼎て
い

を
相
す
る
者
あ
り
。
壯
に
及
ん
で
死
せ
ん
と
。
自
ら
顧お
も

ふ
に
君
子
世
を
没お
え

て
名
稱し
ょ
うせ
ざ
る
を
疾に
く

む
、
是こ
れ

刻
苦
自み
ず
から
勵は
げ

む
所ゆ
え
ん以
な
り
と
。
師
曰い
わ
く、
汝
な
ん
じ

志
確か
た

く
氣
旺さ
か

り
な
り
。
吾
汝な
ん
じか
決
し
て
夭
折
せ
ざ
る
を
保
せ
ん
と
。
拙
齋
經け
い

を
執と
り

て
質
問
反
復
す
。
大
典

曰い
わ
く、
鼎て
い

が
經
義
を
論
ず
る
、
我
意
に
闇あ
ん

合ご
う

す
。
鼎て
い

や
與と
も

に
經
を
言
ふ
べ
し
、
と
。

そ
の
人
と
な
り
は
﹁
至
孝
﹂﹁
忠
信
篤
孝
﹂﹁
平
居
端
然
寡
言
﹂﹁
物
欲
に
淡あ
わ

し
﹂
と
あ
り
、
学
問
に
つ
い
て
は
、
飢
え
や
乾
き
を
貪
欲
に
癒
や
す
よ
う
に
学

ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
︵﹁
其そ
の
が
く學
を
好
む
に
至
り
て
は
、
猶な
お

飢
渇
の
飲
食
に
於お

け
る
か
如
し
、
ゆ
え
に
學
通
ぜ
ざ
る
所
な
く
し
て
造
詣
亦
深
か
り
し
と
い
ふ
。﹂︶。

文
化
九
年
︵
一
七
九
七
︶
に
は
昌
平
黌
に
入
っ
た
が
、﹁
学
識
は
卓
異
、ひ
そ
か
に
敬
服
せ
ざ
る
も
の
な
し
﹂
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
二
十
八
歳
二
一
︵
一
八
〇
〇
年
︶

の
時
、
富
山
藩
の
儒
員
と
な
り
、
後
、
文
政
二
年
︵
一
八
一
九
︶
に
は
、
富
山
藩
に
お
け
る
儒
者
と
し
て
の
最
高
の
地
位
と
も
い
え
る
広
德
館
の
祭
酒
の
任
に

着
き
、
文
政
十
三
年
に
五
九
歳
に
て
死
去
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
大
野
拙
齋
は
、﹃
続
近
世
百
傑
傳
﹄
の
ほ
か
、﹃
続
先
哲
百
家
傳
﹄二
二
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
先
哲
は
儒
者
の
こ
と
、
そ
の
儒
者
と
し
て
の
生

涯
か
ら
見
れ
ば
﹃
続
先
哲
百
家
傳
﹄
に
収
め
ら
れ
る
の
は
頷
け
る
が
、﹁
百
傑
﹂
に
入
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。﹃
続
近
世
百
傑
傳
﹄
の
作
者
の
干
河
岸
貫
一
は
、
そ

の
序
文
で
、
取
り
上
げ
る
人
物
は
﹁
勤
勉
、
忍
耐
、
忠
孝
、
節
烈
等
後
進
ノ
亀
鑑
ト
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
モ
ノ
ア
ル
﹂
を
主
と
す
る
言
い
、
各
伝
記
の
末
尾
に
、

記
述
者
自
身
の
論
評
を
加
え
て
い
る
。
論
評
は
、﹁
櫻
所
子
曰
︵
櫻
所
子
が
曰
う
︶﹂
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
が
、﹁
櫻
所
子
﹂
は
干
河
岸
貫
一
の
号
で
あ
り
、

こ
の
形
式
は
、﹃
史
記
﹄
に
お
い
て
司
馬
遷
が
自
ら
を
﹁
太
史
公
﹂
と
称
し
、﹁
太
史
公
曰
︵
太
史
公
が
曰
う
︶﹂
の
形
式
で
論
評
を
加
え
た
こ
と
を
真
似
た
も

の
で
あ
る
。
拙
齋
に
つ
い
て
の
論
評
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

櫻
所
子
曰
、
封
建
の
昔
時　

農
工
商
估
敢あ
へ

て
士
林
に
齒よ
わ
ひす
る
を
得
ず
。
故
に
其そ
の

教
育
を
受
く
る
も
亦ま
た

士
大
夫
の
子
弟
と
共
に
す
る
能あ
た
はず
。
農
商
の
子
に
し

二
一　

碑
文
に
は
二
十
八
歳
と
あ
り
、
百
傑
伝
に
は
二
十
二
歳
と
あ
る
が
、
二
十
八
歳
が
正
し
い
。

二
二　

干
河
岸
貫
一
著
︵
青
木
嵩す

う

山
堂
、
明
治
四
十
三
年
刊
︶。﹁
先
哲
﹂
に
は
、
皆
川
淇
園
、
市
河
寛
斎
、
市
河
米
葊
な
ど
の
儒
学
を
学
ん
だ
人
々
が
選
ば
れ
て
い
る
が
、﹁
百
傑
﹂

に
は
、
例
え
ば
、
上
記
三
人
の
う
ち
皆
川
淇
園
は
含
ま
れ
る
も
の
の
,
他
の
二
人
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
滑
稽
本
の
式
亭
三
馬
、
戯
作
者
で
浮
世
絵
師
の
山
東
京
伝
、

蘭
方
医
の
杉
田
玄
白
な
ど
多
彩
な
人
々
が
選
ば
れ
て
い
る
。
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一
三

て
文
才
あ
る
も
の
も
、
戯
作
者
た
り
俳
人
た
る
に
止と
ど
まる
も
の
多
し
。
其そ
の

儒
を
以
て
諸
侯
に
聘
せ
ら
る
ゝ
に
至
る
も
の
甚
だ
稀
な
り
。
拙
齋
賣
藥
家
の
季
子
に

し
て
、
其
領
主
た
る
富
山
侯
の
祭
酒
と
な
る
に
至
る
。
門
地
を
以
て
官
禄
を
世
襲
し
た
る
の
往
時
に
あ
り
て
は
、
拙
齋
の
如
き
亦
非
常
の
榮
達
を
學
業
に
依

て
得
た
る
も
の
な
り
。
家
を
富と
ま

さ
ん
に
は
良
田
を
買
ふ
こ
と
を
用
ひ
ず
、
書
中
自
ら
千
鍾
の
粟
あ
り
と
い
ふ
も
の
二
三
、
亦
古
人
の
我
を
欺
か
ざ
る
を
知
る
に

足
れ
り
。

こ
こ
か
ら
は
、
拙
齋
が
﹃
続
近
世
百
傑
傳
﹄
に
選
ば
れ
た
理
由
が
、
士
大
夫
︵
儒
者
︶
の
子
弟
や
武
士
の
家
柄
で
は
な
く
﹁
農
工
商
估
﹂
出
身
で
あ
り
な
が

ら
、
学
問
に
よ
っ
て
栄
達
し
藩
の
祭
酒
に
ま
で
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

以
下
に
、
寛
齋
が
拙
齋
︵
國
寶
︶
の
こ
と
を
記
し
た
詩
を
取
り
上
げ
る
。

①　

訪
國
寶　

時
寓
居
妙
傳
寺
（
國
寶
を
訪
う　

時
に
妙
傳
寺
に
寓
居
す
）　　

金
天
雨
淡
法
堂
雲　
　

金
天　

雨
淡
し　

法
堂
の
雲

窓
暗
沈
爐
晩
氣
薫　
　

窓
暗
く
し
て　

沈
爐
に　

晩
氣　

薫く
ん

す

砌
下
虫
聲
秋
更
静　
　

砌せ
い
か下
の
蟲
聲　

秋　

更
に
静
か
な
り

借
床
欲
向
夜
深
聞　
　

床
を
借
り
て　

夜
の
深
き
に
向
か
い
て　

聞
か
ん
と
欲
す

【
現
代
語
訳
】

秋
空
の
下
、
雨
も
止
む
こ
ろ
、
法は
っ
と
う堂
の
上
に
雲
が
か
か
る
。
窓
は
暗
く
、
沈
香
の
炉
に
夕
が
た
の
気
配
が
漂
う
。
石
階
段
の
下
か
ら
虫
の
声
が
し
て
、︵
耳

を
澄
ま
せ
ば
︶
秋
は
一
層
静
寂
さ
を
増
す
。
一
宿
し
て
、
夜
の
深
ま
り
の
中
で
、
そ
の
声
に
耳
を
澄
ま
そ
う
。

【
解
説
】

こ
の
詩
は
、
寛
政
六
年
︵
一
七
九
四
︶
に
作
ら
れ
た
。
一
方
、
拙
齋
が
広
徳
館
に
招
請
さ
れ
た
の
は
寛
政
十
二
年
︵
一
八
〇
〇
︶
で
あ
り
、
こ
の
詩
が
作
ら

二
三　
﹃
古
文
真
宝
﹄﹁
真
宗
皇
帝
勧
学
文
﹂
に
、﹁
富
家
不
用
買
良
田
、
書
中
自
有
千
鍾
粟
︵
家
を
富
ま
す
に
良
田
を
買
う
を
用
い
ず
、
書
中 

自
ら
千
鍾
の
粟
有
り
︶﹂
と
あ
る
。
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富
山
大
学
人
文
科
学
研
究

一
四

れ
た
時
期
︵
寛
政
六
年
ご
ろ
︶
は
、
拙
齋
は
京
都
に
遊
学
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
京
都
か
ら
富
山
に
戻
っ
て
く
る
と
、
か
つ
て
学
ん
だ
妙
伝
︵
傳
︶
寺
に
寄

宿
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
寛
齋
も
足
を
運
び
、
語
り
合
っ
て
そ
の
ま
ま
一
宿
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
一
首
か
ら
は
、

才
あ
る
後
輩
と
の
再
会
に
、
満
ち
足
り
た
様
子
で
、
ゆ
っ
た
り
と
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
て
い
る
さ
ま
が
伝
わ
る
。﹃
孟
子
﹄
に
、
君
子
の
﹁
三
楽
︵
三
つ
の

楽
し
み
︶﹂
の
一
つ
と
し
て
、﹁
得
天
下
英
才
、
而
教
育
之
、
三
楽
也
。︵
天
下
の
英
才
を
得
て
、
之
を
教
育
す
る
は
、
三
楽
な
り
。︶﹂
と
あ
る
。
天
下
の
優
れ

た
人
物
を
教
育
す
る
の
は
、
人
生
の
楽
し
み
の
三
つ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
直
接
、
寛
齋
が
学
舎
で
教
育
し
た
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、

國
寶
と
呼
び
、
そ
の
才
能
を
高
く
評
価
し
た
人
物
と
の
交
流
の
喜
び
が
伝
わ
る
。

﹁
妙
傳
寺
﹂
は
、
市
内
に
あ
っ
て
、
寛
齋
の
住
居
か
ら
も
遠
く
な
か
っ
た
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。
富
山
藩
に
お
け
る
藩
主
の
菩
提
寺
は
、
日
蓮
宗
大
法
寺
と

曹
洞
宗
光
厳
寺
で
あ
る
が
、﹁
妙
傳
寺
﹂
も
藩
主
の
援
助
を
受
け
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。﹃
加
越
能
寺
社
由
来
上
﹄二
四
に
は
、
日
蓮
宗
の
寺
院
で
あ
る
、
と
記

さ
れ
る
。
現
在
の
住
職
の
話
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
に
は
、
日
枝
神
社
の
東
南
隣
に
あ
っ
た
が
、
明
治
初
期
の
廃
仏
稀
釈
で
梅
沢
町
に
移
転
し
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
後
、
富
山
大
空
襲
で
被
災
し
た
の
か
、
現
在
、
江
戸
時
代
の
様
子
が
分
か
る
も
の
は
何
も
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
今
日
で
は
、
長

谷
川
等
伯
の
描
い
た
鬼
子
母
神
像
が
あ
る
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
る
。

﹁
金
天
﹂
は
、
五
行
で
秋
は
金
に
属
す
こ
と
か
ら
、
秋
空
の
こ
と
。﹁
砌
下
﹂
は
、
石
階
段
の
下
を
指
す
。

寛
政
六
年
、﹃
寛
齋
先
生
遺
藁
﹄
巻
二
、二
八
〇
頁
。

②　

題
畫
示
國
寶
（
畫
に
題
し
て
國
寶
に
示
す
）

西
風
揺
落
客
衣
単　
　

西
風　

揺
落
す　

客
衣
の
単

山
骨
臞
来
水
脉
乾　
　

山
骨　

臞や

せ
来
て　

水
脉　

乾
く

想
得
神
通
川
上
路　
　

想
い
得
た
り　

神
通
川
上
の
路み
ち

二
四　

日
本
海
文
化
叢
書　

第
一
巻
︵
金
沢
大
学
法
文
学
部
内
日
本
海
文
化
研
究
室
編
、
井
上
鋭
夫
校
訂
、
石
川
県
図
書
館
協
会
出
版
、
昭
和
四
十
九
年
︶
九
十
六
頁
。
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ん
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富
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一
五

与
君
尋
句
歩
秋
寒　
　

君
と　

句
を
尋た
ず

ね
て　

秋
寒
に
歩
く
を

【
現
代
語
訳
】

︵
絵
は
︶
西
か
ら
吹
く
風
が
旅
人
の
薄
い
衣
を
揺
ら
し
、
山
は
痩
せ
て
水
脈
は
絶
え
て
い
る
。︵
そ
れ
を
見
て
い
る
と
︶
あ
な
た
と
詩
を
求
め
て
、
秋
寒
の
中
、

神
通
川
沿
い
の
道
を
歩
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

【
解
説
】

絵
画
に
添
え
た
絶
句
一
首
で
あ
る
。
絵
に
は
西
風
に
吹
か
れ
た
単
衣
を
来
た
一
人
の
旅
人
が
見
え
る
。
遠
方
に
は
冬
を
待
つ
単
色
の
峰
々
、
近
く
に
は
水
の

枯
れ
た
川
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
拙
齋
︵
國
寶
︶
と
二
人
で
、
詩
作
の
た
め
川
べ
り
を
散
策
し
た
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
一
幅
で
あ
っ
た
。
越
中
に

お
い
て
、
と
も
に
詩
作
し
た
人
物
は
何
人
ぐ
ら
い
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
拙
齋
は
そ
の
う
ち
の
一
人
で
、
か
つ
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

﹁
客
衣
﹂
は
旅
衣
、﹁
単
﹂
は
一
重
の
こ
と
、﹁
客
衣
単
﹂
で
旅
人
の
薄
い
着
物
を
指
し
、
秋
冬
に
着
る
袷あ
わ
せ︵
裏
地
を
つ
け
て
仕
立
て
た
着
物
︶
と
は
異
な
る
。

﹁
山
骨
﹂
は
、
絵
画
に
お
い
て
山
を
指
す
と
き
に
用
い
る
。
山
景
を
背
に
し
た
旅
人
を
描
い
た
宋
画
を
目
の
前
に
お
い
て
記
し
た
一
首
で
あ
ろ
う
か
。

寛
政
六
年
、﹃
寛
齋
先
生
遺
藁
﹄
巻
二
、二
八
七
頁
。

次
の
詩
は
、﹃
寛
齋
先
生
遺
藁
﹄
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、﹃
市
河
寛
齋
先
生
﹄二
五
に
﹁
紀
遊
の
詩
十
七
首
を
留
む
。
温
泉
は
八
尾
村
の
西
南
の
下
之
名マ
マ

村
の
渓
側
よ
り
出
づ
。
先
生
滞
在
の
間
に
大
野
拙
齋
の
訪
問
あ
り
。﹂
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
寛
齋
詩
の
一
首
で
あ
る
。
詩
題
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

③　

無
題

渓
風
暁
冷
報
牢
晴　
　
　

渓
風　

暁
あ
か
つ
き

冷
た
く　

牢
晴
を
報
ず

正
好
人
来
弄
水
聲　
　
　

正
に
好よ

し　

人
来き

た
れ
ば　

水
聲
を
弄
す

試
了
爐
茶
無
一
事　
　
　

爐
茶
を
試
し
了お

え
て　

一
事
と
て
無な

く

二
五　

二
二
三
頁
。
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山
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学
人
文
科
学
研
究

一
六

膽
瓶
又
汲
急
湍
烹　
　
　

膽た
ん

瓶へ
い

も
て　

又
た
急き
ゅ
う
た
ん湍に
汲
み
て　

烹
る

【
現
代
語
訳
】

河
の
風
が
暁
に
冷
え
て
、
収
穫
の
秋
晴
れ
を
告
げ
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
訪
問
者
が
い
た
の
で
水
音
を
楽
し
み
︵
渓
流
の
水
を
汲
み
︶、
囲
炉
裏
で
茶
を
味
わ

い
終
え
る
と
他
に
す
る
こ
と
は
な
い
。︵
そ
こ
で
︶
細
い
頸
の
瓶
で　

ま
た
早
瀬
で
水
を
汲
ん
で
沸
か
し
た
。

【
解
説
】

﹁
暁
冷
た
く　

牢
晴
を
報
ず
﹂と
あ
る
よ
う
に
、朝
に
冷
え
る
と
日
中
は
晴
れ
渡
る
こ
と
が
多
い
、い
わ
ば
放
射
冷
却
現
象
で
あ
る
。そ
ん
な
日
、訪
問
者
が
あ
っ

た
の
で
茶
を
飲
も
う
と
渓
流
で
水
を
汲
み
、
湯
を
沸
か
し
、
茶
を
入
れ
て
一
緒
に
飲
み
、
そ
れ
を
終
え
る
と
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
も
う
一
杯

茶
を
飲
も
う
と
首
の
長
い
瓶
を
持
っ
て
ま
た
水
を
汲
ん
で
沸
か
す
。
こ
の
詩
は
、
起
句
に
そ
の
日
の
気
候
を
詠
み
、
あ
と
は
水
を
汲
ん
で
お
茶
を
入
れ
、
ま
た

水
を
汲
む
と
い
う
自
分
の
様
子
を
描
く
だ
け
の
一
首
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
描
写
か
ら
は
客
人
︵
拙
齋
す
な
わ
ち
國
寶
︶
の
到
来
を
喜
ぶ
気
持
ち
が
読
み
取

れ
る
。
客
人
は
、
寛
齋
が
下
の
茗
温
泉
に
行
っ
た
と
き
に
訪
れ
た
と
す
る
と
、
享
和
二
年
︵
一
八
〇
二
︶
の
事
に
な
る
。

下
の
茗
温
泉
は
、
今
は
廃
れ
て
な
い
が
、
も
と
は
山
間
の
渓
流
の
岸
辺
に
あ
っ
た
。
今
日
で
は
、
八
尾
の
中
心
部
か
ら
県
道
二
三
〇
号
線
を
走
り
行
く
と
、

下
の
茗
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
点
在
し
て
い
た
家
々
も
ほ
ぼ
な
く
な
っ
て
い
く
が
、
江
戸
当
時
は
、
藩
主
も
訪
れ
た
と
い
う
か
ら
、
温
泉
宿
舎
も
あ
り
、
城
下

の
人
々
の
一
定
の
往
来
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

﹁
牢
晴
﹂
は
、﹁
き
り
り
と
し
た
空
気
感
あ
る
晴
天
﹂
を
指
し
、南
宋
の
楊
萬
里
﹁
十
月
久
雨
妨
農
收
、二
十
八
日
得
霜
、遂
晴
、喜
而
賦
之
﹂
に
、﹁
風
收
白
痴
霧
、

霜
作
上
牢
晴
。︵
風
が
白
い
霧
を
払
い
、
つ
い
に
霜
が
降
り
収
穫
に
ふ
さ
わ
し
い
晴
れ
の
天
気
を
も
た
ら
す
︶﹂二
六
と
見
え
る
。

﹁
試
茶
﹂
は
、
茶
を
味
わ
う
こ
と
を
い
う
。

な
お
、
寛
齋
が
高
く
評
価
し
た
拙
齋
の
人
と
な
り
の
高
潔
や
学
問
へ
の
純
粋
な
姿
勢
は
、
拙
齋
自
身
が
記
し
た
以
下
の
二
首
か
ら
も
窺
え
る
。

二
六　
﹃
誠
齋
集
﹄
卷
四
十
一
。
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富
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一
七

①　

竹
下
雙
鶴
二
七　
　
　
　

大
野
拙
齋

萬
里
煙
霄
縦
意
騫　
　

萬
里
の
煙
霄　

意
を
縦
ほ
し
い
ま
まに　

騫と

ぶ

有
時
息
翼
緑
雲
屯　
　

時 

有
り　

翼
を
息や
す

ま
せ　

緑
雲
に　

屯た
む
ろす

野
鶩
家
鶏
非
我
伍　
　

野
鶩　

家
鶏　

我
が
伍
に
非
ず

虚
心
高
節
此
君
存　
　

虚
心　

高
節　

此し

君く
ん　

存
す

【
現
代
語
訳
】

︵
鶴
は
︶
は
る
か
遠
く
の
大
空
を
ほ
し
い
ま
ま
に
飛
び
、
時
お
り
翼
を
休
ま
せ
緑
雲
に
集
ま
り
憩
う
。
ア
ヒ
ル
や
鶏
な
ど
と
は
連
ま
な
い
、
虚
心
高
節
の
竹

の
よ
う
に
。　

②　

石
山
月　
　
　
　
　

大
野
拙
齋

五
十
四
篇
傳
至
今　
　

五
十
四
篇　

傳
わ
り
て
今
に
至
る

揮
毫
遺
跡
石
山
陰　
　

遺
跡
に
揮
毫
す　

石
山
の
陰

千
秋
無
恙
湖
天
月　
　

千
秋　

恙
が
無
し　

湖
天
の
月

曾
照
當
年
女
史
心　
　

曾
て
照
ら
す　

當
年　

女
史
の
心

【
現
代
語
訳
】

源
氏
物
語
五
十
四
帖
は
今
に
伝
わ
る
。
私
は
、︵
紫
式
部
が
源
氏
物
語
を
記
し
た
石
山
寺
の
︶
遺
跡
に
揮
毫
し
た
、
石
山
の
陰
で
。
千
年
も
変
わ
ら
ぬ
琵
琶

湖
上
の
月
。
か
つ
て
、
当
時
の
紫
式
部
の
心
を
照
ら
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

二
七　
﹃
越
中
古
今
詩
鈔
﹄︵
亀
谷
龍
二
・
橘
有
隣
編
、
光
奎
社
、
一
九
二
六
︶
五
頁
。
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科
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一
八

と
こ
ろ
で
、
前
稿
の
﹁
乙
卯
二
月
廿
二
日
與
君
壽
克
卿
國
寶
及
児
亥
同
遊
蟹
江
早
發
﹂
に
お
い
て
、﹁
國
寶
︵
拙
齋
︶﹂
の
ほ
か
﹁
君
壽
﹂﹁
克
卿
﹂
と
一
緒

に
、
寛
齋
が
蟹
江
︵
海
老
江
︶
に
遊
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
寛
齋
と
君
壽
・
克
卿
・
國
寶
は
同
遊
す
る
な
ど
親
し
い
関
係
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、

君
壽
・
克
卿
・
國
寶
間
の
関
係
も
極
め
て
良
好
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
拙
齋
と
君
壽
︵
高
田
姓
で
あ
ろ
う
。︶
の
交
友
に
つ
い
て
は
、
拙
齋
の
﹃
清

儉
堂
遺
稿 
一
﹄
所
収
﹁
與
高
田
君
壽
﹂︵
京
都
に
い
る
拙
齋
が
君
壽
に
宛
て
た
手
紙
︶二
八
に
、﹁
拙
詩
一
首
録
上
︵
私
め
の
詩
を
一
首
記
し
ま
す
︶﹂
と
見
え
る

こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
拙
齋
と
君
壽
と
の
間
で
、
詩
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
高
田
君
壽
と
は
、
年
代
お
よ
び
職
務
か
ら
推
し
て
、﹃
富
山
藩
士
由
緒
書
﹄
に
見
え
る
﹁
高
田
右
門　

芳
昌
﹂二
九
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、

高
田
右
門　

芳
昌

寛
隆
院
様
御
代
、寛
政
四
年
、御
近
習
転
役
被　

仰
付
、　

其
後
、寛
政
九
年
、御
書
物
預
り
被　

仰
付
候　
　

享
和
元
年
、御
勤
方
分
限
帳
帰
役
被　

仰
付
、

翌
二
年
、　　

霊
昭
院
様
御
代
、
廣
徳
館
教
授
被　

仰
付
候
、　

文
化
十
三
年
、
病
死
仕
候

と
あ
り
、﹁
御
近
習
﹂、﹁
御
書
物
預
り
﹂、﹁
廣
徳
館
教
授
﹂
と
、
主
君
の
側
に
仕
え
、
書
籍
や
記
録
の
管
理
、
そ
し
て
学
問
教
授
の
役
割
を
担
っ
た
人
物
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
学
問
に
一
途
な
野
崎
克
卿
へ

﹁
君
壽
・
克
卿
・
國
寶
﹂
は
年
齢
の
順
序
に
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
、
克
卿
は
、
一
七
五
七
年
の
生
ま
れ
で
、
一
七
七
二
年
生
ま
れ
の
國
寶
よ
り

十
五
歳
年
上
で
あ
る
。
克
卿
と
は
、
國
寶
同
様
に
そ
の
字あ
ざ
なで
あ
り
、
名
は
雅
明
で
あ
る
。
雅
明
は
、
享
和
二
年
︵
一
八
〇
二
︶
か
ら
藩
校
広
徳
館
の
監
生
︵
教

授
︶
を
勤
め
る
こ
と
に
な
る
も
の
の
、
詩
作
時
の
寛
政
九
年
︵
一
七
九
七
︶
時
点
で
は
、
ま
だ
広
徳
館
の
助
教
で
あ
っ
た
三
〇
。

二
八　

大
野
拙
齋
﹃
清
儉
堂
遺
稿 

一
﹄︵
写
本
︶︵
国
会
図
書
館
所
蔵
︶。

二
九　

二
六
二
頁
。

三
〇　

寛
斎
は
一
七
四
九
年
生
ま
れ
で
、
こ
の
時
、
広
徳
館
の
祭
酒
、
す
な
わ
ち
富
山
藩
の
学
問
に
お
い
て
最
高
の
地
位
に
あ
っ
た
。
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一
九

雅
明
は
、
享
保
十
六
年
に
、
祖
父
の
伝
助
︵
号
は
蘇
金
︶
が
越
中
に
関
す
る
歴
史
上
の
出
来
事
を
﹃
喚
起
泉
達
録
﹄三
一
と
し
て
ま
と
め
た
が
、
後
に
散
逸
し

た
た
め
、
祖
父
の
功
績
を
引
き
継
ご
う
と
、
新
た
に
文
化
十
二
年
に
﹃
肯こ
う
こ
う搆
泉せ
ん

達た
つ
ろ
く録
﹄
三
二
と
し
て
再
編
し
て
上
梓
し
た
人
物
で
あ
る
。
藩
儒
の
岡
田
英
之
に
よ

る
﹃
肯
搆
泉
達
録
﹄
序
文
に
は
、﹁
久
し
く
し
て
、
其
の
書　

散
逸
し
、
幾
ど
半
ば
す
。
克
卿
、
之
を
憂
え
、
乃
ち
博ひ
ろ

く
群
志
を
捜
り
、
勤
め
て
旧
聞
を
求
め
、

輯
録
し
て
以
っ
て
編
を
成
す
。︵
し
ば
ら
く
し
て
、
そ
の
本
が
散
逸
し
て
、
半
分
ほ
ど
に
な
っ
た
。
克
卿
は
、
そ
の
こ
と
を
残
念
に
思
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
方

の
資
料
を
探
し
、
ま
た
言
い
伝
え
を
聞
き
求
め
、
そ
れ
ら
を
集
め
て
記
録
し
一
冊
に
ま
と
め
た
。︶﹂
と
あ
る
。
実
際
、﹃
肯
搆
泉
達
録
﹄
か
ら
は
、
豊
富
な
知

識
、
強
い
使
命
感
、
学
問
へ
の
情
熱
が
窺
え
る
。
文
化
二
年
︵
一
八
〇
五
︶、
九
代
藩
主
利
幹
の
と
き
、﹁
学
問
多
年
心
掛
け
厚
く
出
情
﹂
に
よ
り
、﹁
与
外
組
格
﹂

を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
、
と
い
う
。

﹃
富
山
藩
士
由
緒
書
﹄﹁
五
一
〇　

野
崎
伊
太
夫
﹂
の
項
三
三
に
は
、﹁
雅
明
﹂
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一　

祖
父　
　
　
　
　

野
崎
伊
太
夫　

雅
明

寛
隆
院
様
御
代
、
寛
政
五
年
六
月
四
日
、
広
徳
館
助
教
被　

仰
付
、
同
六
年
八
月
五
日
、
父
三
左
衛
門
隠
居
被　

仰
付
、
御
徒
組
被　

召
出
、
父
御
擬
作
之

通
被
下
置
、
御
書
出
ヲ
以
是
迄
之
通
広
徳
館
助
教
可
相
勤
旨
被　

仰
出
候
。

霊
昭
院
様
御
代
、
享
和
二
年
六
月
廿
一
日
、
監
生
被　

仰
付
候
、
其
後
、
監
生
名
目
学
正
二
御
改
、
則
学
正
相
勤
申
候
、
同
享
和
四
年
、
当
御
代
御
部
屋
御

住
居
之
節
御
附
被　

仰
付
、
同
年
五
月
、
江
戸
詰
仕
、
文
化
二
年
五
月
、　

霊
昭
院
様
御
帰
城
之
節
御
供
ニ
而
帰
着
仕
、
同
年
十
一
月
廿
日
、
広
徳
館
学
正
被

　

仰
付
候　

同
年
十
二
月
廿
二
日
、
学
問
多
年
心
掛
厚
出
情
ニ
付
御
組
替
、
与
外
組
格
被　

仰
付
候　
　

同
文
化
十
三
年
十
月
廿
五
日
、
病
死
仕
候
。

寛
隆
院
︵
前
田
利
謙
︶
の
時
代
で
あ
る
寛
政
五
年
︵
一
七
九
三
︶
六
月
四
日
に
富
山
藩
校
・
広
徳
館
の
助
教
に
命
じ
ら
れ
た
。
父
の
隠
居
の
後
は
、
御
徒
組

を
命
じ
ら
れ
た
が
、
広
徳
館
の
助
教
も
こ
れ
ま
で
通
り
務
め
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
、
享
和
二
年
︵
一
八
〇
二
︶
六
月
に
は
、
助
教
か
ら
監
生
︵
後
に
名
称
は

学
正
︶
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
江
戸
詰
を
経
て
、
文
化
二
年
に
帰
越
し
て
再
び
広
徳
館
の
学
正
に
な
り
、
同
時
に
長
年
学
問
に
心
を
傾
け
て
取
り
組
ん
だ
こ
と

三
一　

京
田
良
志
編
、
桂
書
房
、
二
〇
〇
三
年
。

三
二　

野
崎
雅
明
著
、K

N
B

興
産
︵
株
︶
出
版
、
昭
和
四
十
九
年
。

三
三　

新
田
二
郎
編
﹃
越
中
資
料
集
成
２　

富
山
藩
士
由
緒
書
﹄︵
桂
書
房
、
昭
和
六
十
三
年
︶
九
三
三
~
九
三
四
頁
。

－ 190 －



富
山
大
学
人
文
科
学
研
究

二
〇

が
認
め
ら
れ
、
与く
み

外は
ず
れ
く
み組
格か
く

︵
特
別
職
︶
に
命
ぜ
ら
れ
た
。

寛
齋
は
、
そ
の
学
問
に
熱
心
で
あ
っ
た
克
卿
に
次
の
よ
う
な
詩
を
贈
っ
た
。

①　

贈
野
崎
克
卿
（
野
崎
克
卿
に
贈
る
）

如
眠
如
醒
費
推
敲　
　

眠
る
が
如
く
醒
め
る
が
如
く　

推
敲
を
費
や
す

生
計
多
般
箇
裏
抛　
　

生
計　

多
般　

箇こ

の
裏う
ち

に　

抛な
げ
うつ

要
識
吟
翁
得
意
處　
　

吟
翁　

得
意
の
處
を
識し

ら
ん
と
要せ

ば

尋
梅
半
酔
歩
春
郊　
　

梅
を
尋
ね
て　

半
酔
し
て　

春
郊
を
歩あ
ゆ

ま
ん

【
現
代
語
訳
】

︵
君
は
︶
夢
う
つ
つ
の
中
で
詩
語
の
推
敲
に
打
ち
込
み
、
生
活
の
あ
れ
こ
れ
は
こ
ん
な
ふ
う
に
し
て
放
り
出
し
た
。
詩
を
嗜
む
翁
︵
私
︶
の
得
意
と
す
る
と

こ
ろ
を
知
り
た
い
な
ら
、
梅
を
探
し
て
ほ
ろ
酔
機
嫌
で
春
の
野
を
歩
こ
う
。

【
解
説
】

雅
明
は
、
詩
文
の
創
作
に
き
わ
め
て
熱
心
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
れ
故
に
、
当
時
、
い
わ
ば
上
司
で
あ
っ
た
寛
齋
は
、
そ
ん
な
に
根こ
ん

を
詰
め
ず
に
肩

の
力
を
抜
い
て
酒
を
楽
し
み
散
策
で
も
し
て
み
な
さ
い
、
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

承
句
の
﹁
生
計
多
般
箇
裏
抛
︵
生
計　

多
般
に
箇こ

の
裏う
ち

に　

抛な
げ
うつ
︶﹂
の
﹁
生
計
抛
﹂
の
語
は
、
白
楽
天
の
﹁
送
蕭
処
士
游
黔け
ん

南な
ん

︵
蕭
処
士
の
黔
南
に
游
ぶ

を
送
る
︶﹂三
四
に
﹁
生
計
抛
來
詩
是
業
、
家
園
忘
却
酒
爲
郷
。︵
生
計
抛な
げ
うち
来
り
て
詩
は
是
れ
業
。 

家
園
忘
却
し
て
酒
を
鄕
と
爲
す
。︶﹂
と
見
え
る
。
白
楽
天
と

寛
齋
の
両
詩
は
、
詩
句
の
み
な
ら
ず
、
詩
酒
︵
詩
作
と
飲
酒
︶
を
楽
し
む
詩
境
も
同
じ
で
あ
る
。

﹁
生
計
﹂
は
生
活
の
こ
と
、﹁
多
般
﹂
は
多
種
多
様
の
意
味
。﹁
尋
梅
﹂
は
、
春
先
に
、
梅
の
芳
香
や
春
の
息
吹
を
求
め
る
こ
と
を
い
う
。

寛
政
九
年
、﹃
寛
齋
先
生
遺
藁
﹄
巻
二
、二
八
四
頁
。

三
四　
﹃
白
氏
長
慶
集
﹄
卷
十
八
。
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二
一

な
お
、
野
崎
雅
明
自
身
の
詩
は
、﹃
越
中
古
今
詩
鈔
﹄三
五
に
以
下
の
二
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

①　

梅
柳
渡
江
春
（
梅
柳　

江
を
渡
る
の
春)　
　
　

野
崎
雅
明

嶽
雪
猶
餘
一
帯
銀　
　

嶽
雪　

猶
お
餘の
こ

る　

一
帯
の
銀

春
來
北
地
未
知
春　
　

春
來
た
る
も　

北
地
は
未
だ
春
を
知
ら
ず

東
風
界
斷
江
南
景　
　

東
風　

界
斷
す　

江
南
の
景

柳
態
梅
粧
各
自
新　
　

柳
態
梅
粧　

各
自　

新
た
な
り

【
現
代
語
訳
】

山
の
雪
は
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
一
面
銀
色
に
輝
い
て
い
る
。
春
が
来
て
も
、
北
の
地
︵
富
山
︶
で
は
ま
だ
春
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
東
風
が
江
南
の
景

色
と
一
線
を
画
し
て
い
る
の
だ
。︵
そ
れ
で
も
︶
柳
と
梅
は
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
姿
を
見
せ
始
め
た
。

【
解
説
】

遠
く
立
山
の
白
銀
の
世
界
に
春
ま
だ
き
の
感
を
抱
い
て
い
た
が
、
い
つ
し
か
東
風
が
吹
き
、
緑
と
紅
の
彩
り
が
添
え
ら
れ
て
い
く
。
越
中
の
美
し
い
自
然
の

循
環
を
洗
練
さ
れ
た
易
し
い
漢
語
で
記
し
た
一
首
と
い
え
る
。

②　

美
人
睡
起
（
美
人
睡
起
）　　
　
　
　
　

野
崎
雅
明

鴛
鴦
繍
帯
綺
羅
衫　
　
　
　

鴛
鴦
の
繍
帯　

綺
羅
の
衫
ひ
と
え

弱
骨
豊
肌
又
不
凡　
　
　
　

弱
骨　

豊
肌　
　

又
た
凡
な
ら
ず

睡
起
慵
粧
何
處
比　
　
　
　

睡
起　

慵も
の
うき
粧よ
そ
おい　

何い
ず
こ處
に
比
せ
ん　

海
棠
一
朶
始
開
緘　
　
　
　

海
棠
一
朶　

始
め
て
開
緘
す

三
五　
﹃
越
中
古
今
詩
鈔
﹄︵
亀
谷
龍
二
・
橘
有
隣
編
、
光
奎
社
、
一
九
二
六
年
︶
十
二
︱
十
三
頁
。
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二
二

【
現
代
語
訳
】

オ
シ
ド
リ
の
模
様
の
帯
と
美
し
い
綾
衣
の
着
物
、
な
よ
か
で
艶
の
あ
る
︵
美
人
の
︶
肌
は
と
り
わ
け
美
し
い
。
眠
り
か
ら
覚
め
て
物
憂
げ
に
化
粧
す
る
さ
ま

を
何
に
喩
え
よ
う
か
。
ま
る
で
海
棠
の
花
が
ほ
こ
ろ
び
は
じ
め
た
か
の
よ
う
だ
。

【
解
説
】

﹁
美
人
睡
起
﹂
の
題
は
、
美
人
が
目
覚
め
た
ば
か
り
の
さ
ま
を
い
う
。
元
代
の
詩
人
・
楊
維
楨
︵
一
二
九
六
~
一
三
七
〇
︶
は
、
前
漢
の
成
帝
の
皇
后
と
な

り
寵
愛
を
競
っ
た
趙
飛
燕
と
趙
昭
儀
姉
妹
の
う
ち
、
趙
昭
儀
を
描
い
た
﹁
昭
陽
曲
﹂
詩
の
中
で
、﹁
美
人
初
睡
起 

、
内
史
報
蘭
湯
︵
美
人
が
眠
り
か
ら
覚
め
た

ば
か
り
、
宮
中
の
役
人
が
蘭
花
の
湯
の
準
備
が
で
き
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
︶﹂︵﹃
鉄
崖
先
生
古
樂
府
﹄
巻
九
︶
と
眠
り
か
ら
覚
め
た
様
子
を
記
す
。
ま
た
、
美

人
の
肉
体
を
形
容
す
る
﹁
弱
骨
豊
肌
﹂
は
、
な
よ
な
よ
し
て
豊
満
な
姿
を
い
う
が
、
や
は
り
趙
昭
儀
を
形
容
す
る
文
章
の
中
で
、﹁
趙
后
體
輕
腰
弱
、
善
行
歩

進
退
。
女
弟
昭
儀
不
能
及
也
。
但
昭
儀
弱
骨
豊
肌
、
尤
工
笑
語
。︵
趙
飛
燕
は
軽
い
身
体
と
柔
ら
か
い
腰
つ
き
で
、
舞
う
よ
う
に
歩
く
こ
と
が
得
意
だ
っ
た
。

そ
の
妹
の
趙
昭
儀
は
そ
れ
に
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
柔
ら
か
く
豊
か
な
身
体
で
、
笑
い
方
が
魅
力
的
だ
っ
た
︶﹂︵﹃
西
京
雑
記
﹄
巻
一
︶三
六
と
記
し
て
い
る
。

寝
起
き
の
美
人
が
化
粧
す
る
さ
ま
に
つ
い
て
は
、﹁
傾
国
名
姝
⋮
還
是
睡
起
慵
粧
︵
傾
国
の
美
女
は
⋮
や
は
り
寝
起
き
に
物
憂
げ
に
化
粧
す
る
と
き
が
美
し

い
︶﹂
三
七
と
記
さ
れ
、
そ
の
姿
は
海
棠
の
花
に
比
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
宋
の
釋
惠
洪
に
は
、﹁
上
皇
笑
曰
、
豈
是
妃
子
醉
真
海
棠
睡
未
足
耳
。︵
皇
帝
は
笑

い
な
が
ら
﹁
楊
貴
妃
が
酔
っ
た
姿
は
海
棠
の
花
が
ま
だ
眠
り
足
ら
な
い
よ
う
だ
な
あ
﹂
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。︶﹂三
八
と
い
う
一
文
が
あ
る
。

雅
明
は
、
趙
昭
儀
と
い
い
、
楊
貴
妃
と
い
い
、
ス
レ
ン
ダ
ー
よ
り
グ
ラ
マ
ラ
ス
な
美
女
を
彷
彿
さ
せ
る
語
彙
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
美
女
の
な
ま
め
か

し
さ
を
描
い
て
は
い
る
も
の
の
、典
拠
の
あ
る
正
統
派
の
言
葉
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、か
え
っ
て
、雅
明
の
ま
じ
め
な
人
柄
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

三
六　
﹃
西
京
雑
記
﹄
は
、
前
漢
の
出
来
事
に
関
す
る
逸
話
集
で
あ
る
。

三
七　

宋
・
方
千
里
﹃
和
清
真
詞
﹄﹁
玲
瓏
四
犯
﹂
に
見
え
る
。

三
八　
﹃
冷
齋
夜
話
﹄
巻
一
﹁
詩
出
本
處
﹂。
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二
三

（
４
）
親
し
く
交
流
し
た
野
上
家
の
人
々

①　

過
野
上
習
之
宅
（
野
上
習
之
の
宅
を
過
る
）

一
路
沙
平
倚
杖
行　
　

一
路　

沙さ

平
に
し
て　

杖つ
え

に
倚
り
て
行
く

茅
茨
日
暖
午
鶏
鳴　
　

茅
茨　

日
は
暖
か
に
し
て　

午
鶏　

鳴
く

短
蘺
壊
處
梅
花
出　
　

短
蘺
の
壊
る
る
處　

梅
花　

出
づ

待
得
遊
人
已
有
情　
　

遊
人
を
待
ち
得
て　

已
に 

情
有
り

【
現
代
語
訳
】

砂
の
道
は
ど
こ
ま
で
も
平
ら
で
、
杖
を
つ
き
な
が
ら
歩
く
。
チ
ガ
ヤ
と
イ
バ
ラ
に
春
の
日
差
し
が
暖
か
く
注
ぎ
、
午
後
の
鶏
が
鳴
い
た
。
低
い
垣
根
の
壊
れ

た
と
こ
ろ
か
ら
梅
の
花
が
顔
を
出
し
、
待
ち
に
待
っ
た
客
人
が
来
た
の
で
喜
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

【
解
説
】

こ
の
詩
は
、
寛
齋
が
生
前
に
出
版
し
た
﹃
寛
齋
百
絶
﹄
に
も
、﹁
過
来
学
宅
﹂三
九
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。﹃
寛
齋
百
絶
﹄
の
出
版
に
は
、
寛
齋
自
身
の
意

向
も
反
映
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
寛
齋
に
と
っ
て
得
意
の
作
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

﹁
過
﹂
は
﹁
よ
ぎ
る
﹂
と
読
み
、﹁
立
ち
寄
る
こ
と
﹂。
こ
の
た
び
の
訪
問
は
、ど
こ
か
に
出
か
け
る
つ
い
で
の
行
為
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
野
上
家
は
、

現
在
の
射
水
市
海
老
江
の
海
岸
に
ほ
ど
近
い
と
こ
ろ
に
今
も
あ
る
。
寛
齋
は
、
神
通
川
を
越
え
て
海
沿
い
の
街
道
を
歩
い
て
き
た
。
そ
の
家
は
、﹁
茅
茨
﹂
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
当
時
は
、
茅
葺
屋
根
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
二
人
の
交
流
は
、
お
互
い
心
許
す
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。﹁
遊
人
を
待
ち
得
て　

已
に

情
有
り
﹂
は
、
野
上
家
当
主
が
自
分
の
到
来
を
待
っ
て
い
て
く
れ
た
こ
と
を
梅
に
託
し
て
表
現
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
言
葉
を
補
っ
て
詩
を
解
釈
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。﹁
海
岸
に
沿
っ
て
、
杖
を
供
に
長
い
道
を
歩
い
て
き
た
。
茅
葺
の
家
に
は
初
春
の
日
差
し
が
暖
か
く
降
り
注
ぎ
、
主
人
は
、
鶏
の

三
九　
﹃
寛
斎
百
絶
﹄︵
寛
政
九
年
︶
十
四
頁
。
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二
四

一
声
で
昼
寝
か
ら
目
を
覚
ま
し
た
よ
う
だ
。
ふ
と
見
る
と
、
壊
れ
た
垣
根
の
と
こ
ろ
か
ら
梅
の
花
が
顔
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
る
で
私
が
来
る
の
を
待
っ

て
い
た
か
の
よ
う
な
風
情
で
あ
っ
た
。﹂

こ
の
詩
の
中
の
語
彙
と
同
じ
語
彙
を
用
い
て
作
ら
れ
た
詩
が
中
国
に
あ
る
。
寛
齋
の
詩
よ
り
数
百
年
以
上
も
前
の
、宋
代
・
汪
藻
の
﹁
春
日
﹂
詩
で
あ
る
。﹁
一

春
略
無
十
日
晴
、處
處
浮
雲
將
雨
行
。
野
田
春
水
碧
于
鏡
、人
影
渡
傍
鷗
不
驚
。
桃
花
嫣
然
出
蘺
笑
、似
開
未
開
最
有
情
。
茅
茨
煙
暝
客
衣
濕
、破
夢
午
雞
啼
一
聲
。

︵
春
の
日
は
ほ
ぼ
十
日
も
晴
れ
る
こ
と
が
な
く
、
そ
ち
ら
こ
ち
ら
に
雨
雲
が
浮
か
ん
で
雨
が
降
り
そ
う
だ
。 

田
ん
ぼ
に
は
春
水
が
鏡
よ
り
も
碧あ
お

く
輝
い
て
い
て
、

渡
し
の
傍
ら
で
は
人
影
が
水
面
を
横
切
ろ
う
と
し
て
も
鴎
は
驚
か
な
い
。
垣
根
か
ら
顔
を
出
し
た
桃
花
は
嫣
然
と
微
笑
み
、
ま
も
な
く
開
花
し
よ
う
と
す
る
花

は
最
も
春
の
風
情
を
漂
わ
せ
る
。
草
ぶ
き
屋
根
の
辺
り
は
煙
雨
に
霞
み
旅
人
の
着
物
を
濡
ら
し
、
夢
を
破
る
か
の
よ
う
に
午
後
の
鶏
が
鳴
い
た
。︶﹂
と
い
う
七

言
律
詩
の
四
〇
後
半
頸
聯
尾
聯
四
句
に
見
え
る
﹁
出
籬
﹂﹁
有
情
﹂﹁
茅
茨
﹂﹁
午
雞
﹂
が
共
通
す
る
語
彙
で
あ
る
。
寛
齋
が
﹁
過
野
上
習
之
宅
﹂
詩
を
作
る
と
き
、

汪
藻
の
詩
﹁
春
日
﹂
が
念
頭
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

﹁
野
上
習
之
﹂
と
は
、
前
稿
の
﹁
海
老
江
に
游
ぶ
﹂
の
項
に
て
言
及
し
た
﹁
野
上
来
学
﹂
の
こ
と
、
加
賀
藩
十
二
代
藩
主
か
ら
孝
行
者
と
し
て
褒
美
を
与
え

ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
来
学
は
父
季
長
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
目
的
に
碑
文
を
立
て
た
が
、
そ
の
碑
文
の
撰
文
︵
碑
文
の
文
章
を
作
る
こ
と
︶
は
、
前
述
の
大
野

國
寶
︵
拙
齋
︶
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
書
︵
碑
文
の
字
を
書
く
こ
と
︶
と
篆
額
は
、
書
道
で
名
を
成
し
た
寛
齋
の
長
男
三
亥
米
葊
が
担
っ
た
。
碑
文
は
文
政
三
年

に
成
る
が
、
こ
の
年
は
寛
齋
が
江
戸
で
逝
去
し
た
年
に
当
た
る
。
寛
齋
が
富
山
を
離
れ
て
か
ら
も
、
富
山
藩
、
の
ち
加
賀
藩
に
仕
え
る
米
葊
と
野
上
家
と
の
交

友
が
依
然
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
碑
文
に
は
、
来
学
の
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

叟
諱
徳
、
字
季
長
、
稱
徳
右
衛
門
、
瀧
脇
為
其
本
姓
、
野
上
融
圓
之
無
嗣
、
養
以
為
子
、
廼
冒
其
姓
野
上
。

⋮
富
山
藩
延
聘
文
儒
、
以
督
教
其
學
、
前
曰
華
岡
先
生
、
後
寛
斎
先
生
。
叟
並
執
贄
其
門
、
暇
日
輒
跋
渉
三
十
里
、
來
質
問
經
史
、
傍
學
作
詩
。
⋮

長
男
名
來
學
、
字
習
之
、
襲
父
稱
徳
右
衛
門
、
以
當
戸
、
次
名
可
得
、
稱
善
助
、
精
於
算
術
、
出
後
某
氏
、
次
名
三
餘
、
稱
源
藏
、
好
臨
池
技
、
受
法
江

戸
米
葊
先
生
、
習
之
既
服
農
畝
、
又
能
用
餘
力
於
斯
文
。
孝
友
之
行
發
於
衷
、
事
後
母
猶
母
、
篤
於
弟
妹
、
如
不
知
異
其
自
出
者
。
一
門
之
内
、
雍
雍
如
也
。

四
〇　
　

清
・
厲
鶚
﹃
宋
詩
紀
事
﹄
巻
三
十
六
。
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二
五

可
謂
是
父
是
子
矣
。

︵
叟
諱い
み
な

徳
、
字
は
季
長
、
徳
右
衛
門
と
稱
し
、
瀧
脇
は
其
の
本
姓
為な

り
。
野
上
融
圓
之こ

れ
嗣
な
く
、
養
い
以
て
子
と
為
す
、
廼す
な
わち
其
の
姓
野
上
を
冒
す
。

⋮
富
山
藩
、
文
儒
を
延
聘
し
、
以
て
其
の
學
を
督
教
す
。
前
に
華
岡
先
生
と
曰
い
、
後
は
寛
斎
先
生
な
り
。
叟
は
並み
な

其
の
門
に
執
贄
し
、
暇
日
に
は
輒
ち

三
十
里
を
跋
渉
し
て
、
來い
た

り
て
經
史
を
質
問
し
、
傍
に
て
作
詩
を
學
ぶ
。
⋮

長
男
、
名
は
來
學
、
字
は
習
之
、
父
の
稱
の
徳
右
衛
門
を
襲
い
、
以
て
戸
に
當
た
る
。
次
、
可
得
と
名
づ
け
、
善
助
と
稱
し
、
算
術
に
精
し
く
し
て
、
出

で
て
某
氏
に
後あ
と
つぐ
。
次
、
三
餘
と
名
づ
け
、
源
藏
と
稱
し
、
臨
池
の
技
を
好
み
、
法
を
江
戸
の
米
葊
先
生
に
受
く
。
習
之　

既
に
農
畝
に
服
し
、
又
た
能
く

餘
力
を
斯
文
に
用
ゆ
。
孝
友
の
行
は
衷
よ
り
發
し
、
後
母
に
事
え
る
こ
と
猶な

お
母
の
如
し
。
弟
妹
に
篤
く
、
其
の
自
出
を
異
に
す
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
者
の

如
し
。
一
門
の
内
、
雍
雍
如
な
り
。
是
の
父
に
て
是
の
子
と
謂
う
可
き
な
り
。︶四
一

こ
の
碑
文
は
來
学
の
父
、
季
長
、
す
な
わ
ち
﹁
徳
右
衛
門
﹂
を
讃
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
徳
右
衛
門
は
、
富
山
藩
ま
で
足
を
運
ん
で
華
岡
先
生
︵
本
田
善
右

衛
門
︶
四
二
や
市
河
寛
斎
に
入
門
︵
執
贄
︶
し
、
経
史
と
漢
詩
を
学
ん
で
い
た
と
記
さ
れ
る
。
そ
の
長
男
、
名
は
﹁
來
學
﹂、
字
﹁
習
之
﹂
は
、
父
の
名
を
継
い

で
徳
右
衛
門
と
も
称
し
、
長
男
と
し
て
野
上
家
の
一
切
を
取
り
仕
切
っ
て
戸
主
と
な
っ
た
︵
當
戸
︶。
弟
の
可
得
︵
善
助
︶
は
﹁
算
術
﹂
に
詳
し
く
秀
で
て
い

た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
当
地
で
名
の
あ
る
石
黒
信
由
な
ど
の
和
算
を
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
も
う
一
人
の
弟
﹁
三
餘
︵
源
藏
︶﹂
は
、﹁
臨
池
技
﹂
す
な
わ

ち
手
習
い
を
市
河
米
庵
四
三
︵
三
亥
︶
に
師
事
し
て
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
年
︵
文
政
三
年
︶、
米
庵
は
富
山
藩
に
仕
え
て
い
た
。
來
学
︵
習
之
︶
は
、
農
耕

に
精
を
出
し
て
い
た
が
、﹁
斯
文
︵
漢
学
︶﹂
に
も
力
を
注
い
で
い
た
。
孝
行
や
友
人
と
の
交
わ
り
は
心
か
ら
行
い
、
継
母
に
は
実
の
母
に
対
す
る
よ
う
に
仕
え
、

弟
妹
に
も
や
さ
し
く
、
野
上
家
に
あ
っ
て
兄
弟
姉
妹
が
異
腹
で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
者
な
ど
な
い
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
來

学
が
戸
主
を
務
め
る
野
上
家
の
家
族
が
和
気
藹
々
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

そ
の
よ
う
な
人
物
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
寛
齋
は
詩
中
に
お
い
て
も
、
自
分
を
迎
え
て
く
れ
る
﹁
習
之
﹂
の
温
か
さ
を
梅
に
託
し
て
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。

四
一　

射
水
市
新
湊
博
物
館
の
加
治
徹
様
か
ら
、
野
上
家
の
石
碑
碑
文
資
料
の
ご
提
供
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

四
二　

坂
井
誠
一
・ 

高
瀬
保
編
集
﹃
富
山
県
の
教
育
史
﹄︵
思
文
閣
出
版
、
昭
和
六
十
年
︶﹁
第
２
節　

藩
校
と
寺
子
屋
﹂
一
〇
七
頁
。

四
三　

文
化
八
年
︵
一
八
一
一
年
︶
に
富
山
藩
に
仕
え
た
が
、
文
政
四
年
︵
一
八
二
一
年
︶
に
家
禄
三
〇
〇
石
を
も
っ
て
加
賀
藩
前
田
家
に
仕
え
、
江
戸
と
金
沢
を
往
復
し
た
。
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二
六

寛
政
七
年
、﹃
寛
齋
先
生
遺
藁
﹄
巻
二
、二
八
一
頁
。

（
５
）
本
陣
の
主
人
・
桐
澤
と
の
交
わ
り

富
山
藩
士
や
儒
学
者
で
は
な
い
が
越
中
で
暮
ら
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
人
物
に
宛
て
た
詩
と
し
て
、
次
の
﹁
題
桐
澤
生
幽
居
﹂
一
首
が
あ
る
。

①　

題
桐
澤
生
幽
居
（
桐
澤
生
の
幽
居
に
題
す
）

散
閑
身
占
水
郷
中　
　

散
閑　

身
は　

占し

む　

水
郷
の
中

日
日
垂
竿
蘆
荻
風　
　

日
日　

竿
を
垂
る　
　

蘆ろ

荻て
き

の
風

此
際
養
生
真
得
地　
　

此
の
際き
わ　

生
を
養
う
は　

真
に
地
を
得
た
り

任
他
人
喚
作
漁
翁　
　

任
せ
ん　

他
人
の　

喚
び
て　

漁
翁
と
作な

す
に

【
現
代
語
訳
】

閑
で
悠
々
自
適
な
あ
な
た
は
、
水
郷
を
わ
が
も
の
に
し
て
、
毎
日
、
芦
や
荻
の
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
竿
を
垂
れ
て
い
る
。
こ
ん
な
時
、
生
を
養
う
の
に
本
当

に
絶
好
の
地
。
他
人
が
︵
あ
な
た
を
︶
漁
翁
と
︵
呼
ぶ
な
ら
︶
呼
ぶ
に
任
せ
ま
し
ょ
う
。

【
解
説
】

﹁
桐
澤
生
﹂
の
生
と
は
、
知
識
人
な
ど
に
つ
け
る
あ
る
種
の
敬
称
で
﹁
桐
澤
さ
ん
﹂
な
ど
の
意
。
姓
の
み
が
記
さ
れ
字あ
ざ
なが
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
漢

学
を
治
め
た
人
物
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
時
代
、
桐
澤
と
い
う
姓
で
寛
齋
と
交
友
関
係
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
人
物
は
、
管
見
の
限
り
で
は
富
山
藩

関
連
の
資
料
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
詩
に
詠
ま
れ
た
風
景
な
ど
か
ら
し
て
、﹁
桐
澤
生
﹂
は
、
滑
川
で
藩
主
の
本
陣
を
務
め
た
家
の
主
人
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。　

本
陣
と
は
、江
戸
時
代
、街
道
を
往
還
す
る
大
名
な
ど
の
宿
泊
や
休
憩
に
用
い
ら
れ
た
施
設
で
、滑
川
の
本
陣
は
、代
々
、桐
澤
家
︵
綿
屋
︶
が
担
っ
て
き
た
。

滑
川
の
旧
町
部
に
は
海
岸
に
そ
っ
て
北
国
街
道
が
あ
り
、そ
の
中
心
部
に
は
、沖
田
川
な
ど
幾
本
も
の
川
が
河
口
近
く
で
合
流
し
中
川
と
な
っ
て
い
る
。﹁
水
郷
﹂

と
は
、
中
川
と
そ
の
支
流
が
張
り
巡
ら
さ
れ
た
地
域
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
桐
澤
生
は
、
当
時
、
隠
居
の
身
で
あ
ろ
う
か
。
毎
日
、
そ
の
川
に
釣
り
糸
を
垂
れ
て
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い
た
。
そ
れ
は
ま
る
で
、
漁
師
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
ん
な
生
き
方
こ
そ
生
を
養
う
に
は
適
し
て
い
る
︵
養
生
真
得
地
︶
と
讃
え
た
の
が
こ
の
一
首
で
あ
る
。

﹁
桐
澤
生
の
幽
居
に
題
す
﹂
と
い
う
詩
題
の
﹁
題
︵
す
︶﹂
と
は
、
書
き
付
け
る
と
い
う
意
味
。
類
似
し
た
詩
題
と
し
て
、
例
え
ば
、
唐
の
賈
島
に
﹁
題
李
凝

幽
居
︵
李
凝
の
幽
居
に
題
す
︶﹂四
四
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
友
人
の
李
凝
が
留
守
で
会
え
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
来
訪
の
し
る
し
に
壁
等
に
詩
を
書
い
て
、
隠
棲

の
脱
俗
ぶ
り
や
自
然
に
囲
ま
れ
た
野
趣
あ
ふ
れ
る
生
活
を
た
た
え
た
一
首
で
あ
る
。﹁
題
桐
澤
生
幽
居
﹂
に
戻
れ
ば
、
寛
齋
が
書
き
つ
け
た
と
い
う
行
為
か
ら

す
る
と
、
二
人
は
、
既
知
の
間
柄
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
寛
齋
も
桐
澤
家
に
宿
泊
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
当
時
の
滑
川
は
加
賀
藩
治
下
で
は
あ
っ

た
が
、
富
山
城
下
か
ら
も
日
帰
り
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
往
来
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

桐
澤
家
は
、
天
明
八
年
の
火
事
で
焼
失
し
、
そ
の
後
、
寛
政
十
一
年
ま
で
本
陣
と
し
て
の
務
め
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
詩
中
の
﹁
散
閑
︵
閑
で
悠
々

自
適
︶﹂
と
は
、
或
い
は
そ
の
こ
と
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
再
建
後
、
文
化
七
年
に
は
、
富
山
藩
九
代
藩
主
前
田
利
幹
︵
淡
路
守
︶、
大
聖
寺
藩
九
代
藩
主

前
田
利
之
︵
備
後
守
︶
が
宿
泊
し
た
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
本
藩
だ
け
で
な
く
支
藩
の
人
々
と
の
交
流
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
四
五
。
ま
た
、
加
賀
藩
主
の
参
勤

交
代
ル
ー
ト
の
中
で
、
滑
川
が
﹁
御
中
休
﹂
の
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
江
東
区
教
育
委
員
会
所
蔵
文
書
の
﹁
近
藤
家
文
書
﹂四
六
か
ら
窺
え
る
。

寛
政
六
年
、﹃
寛
齋
先
生
遺
藁
﹄
巻
二
、二
八
〇
頁
。

（
６
）
藩
士
齋
藤
省
卿
へ

①　

題
蒼
鷹
試
撃
圖
贈
齋
藤
省
卿
（
蒼
鷹
試
撃
の
圖
に
題
し
て
齋
藤
省
卿
に
贈
る
）

天
清
氣
爽
北
風
吹　
　

天
清
く　

氣
爽さ
わ

や
か
に　

北
風
吹
く

正
是
蒼
鷹
試
撃
時　
　

正
に
是
れ　

蒼
鷹
試
撃
の
時

四
四　
﹃
唐
詩
紀
事
﹄
卷
四
十
﹁
閑
居
少
隣
並
、
草
径
入
荒
園
、
鳥
宿
池
辺
樹
、
僧
敲
月
下
門
、
過
橋
分
野
色
、
移
石
動
雲
根
、
暫
去
還
来
此
、
幽
期
不
負
言
﹂。

四
五　

滑
川
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
﹃
滑
川
市
史　

史
料
編
﹄︵
滑
川
市
、
一
九
八
二
年
︶、
五
十
頁
。

四
六　

https://w
w

w.city.toyam
a.toyam

a.jp/etc/m
use/tayori/tayori50/tayori50.htm
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莫
逐
小
禽
穿
野
草　
　

小
禽
を
逐
い
て
野
草
を
穿
つ
こ
と
莫
か
れ

眠
安
枯
木
最
高
枝　
　

眠
安
す
る
枯
木
の
最
も
高
き
枝
に

【
現
代
語
訳
】

空
は
清
く
爽
や
か
な
空
気
、
北
風
が
吹
い
て
い
る
。
ま
さ
に
、
鷹
狩
の
時
だ
。
だ
が
、
小
鳥
を
追
い
か
け
野
草
を
踏
み
に
じ
ら
な
い
で
。
枯
れ
木
の
最
も
高

い
枝
で
、︵
小
鳥
は
︶
安
心
し
て
眠
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

【
解
説
】

﹁
齋
藤
省
卿
﹂の
名
前
は
、寛
齋
が
記
し
た﹁
元
弘
戦
死
碑
﹂四
七
と
い
う
一
文
に
見
え
る
。﹁
元
弘
戦
死
碑
﹂自
体
は
、本
来
、久
米
川
古
戦
場
跡
に
あ
っ
た
碑
文
で
、

そ
の
拓
本
の
一
枚
を
江
湖
詩
社
の
詩
人
で
高
崎
藩
士
の
菅
伯
美
︵
菅
谷
伯
美
︶
が
寛
齋
に
贈
っ
た
と
い
う
。﹁
元
弘
戦
死
碑
﹂
の
拓
本
が
当
時
全
部
で
何
枚
あ
っ

た
か
は
知
ら
な
い
が
、
今
日
で
は
、
そ
の
一
枚
が
国
指
定
重
要
文
化
財
︵
板
碑
﹁
元
弘
三
年
斎
藤
盛
貞
等
戦
死
供
養
碑
﹂︶四
八
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

寛
齋
が
記
し
た
﹁
元
弘
戦
死
碑
﹂
に
よ
れ
ば
、
寛
齋
は
、
菅
伯
美
か
ら
贈
ら
れ
た
拓
本
を
見
て
、
省
卿
の
東
︵
主
︶
の
事
が
記
さ
れ
て
い
る
と
し
て
省
卿
に

贈
っ
た
。
寛
齋
は
、拓
本
の
外
形
的
﹁
古
質
﹂﹁
雅
致
﹂
の
み
な
ら
ず
、そ
の
文
章
か
ら
、激
烈
な
義
気
と
白
刃
を
踏
む
こ
と
も
辞
さ
ぬ
勇
気
を
感
じ
た
と
い
う
。

一
方
、
受
け
取
っ
た
省
卿
は
、
そ
れ
が
先
祖
の
こ
と
を
記
し
た
得
難
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
永
遠
に
北
地
に
い
た
ら
こ
の
拓
本
を
目
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
と
、
江
戸
で
の
勤
務
を
命
じ
た
主
君
に
感
謝
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
齋
藤
省
卿
と
は
、
新
田
義
貞
の
鎌
倉
進
撃
に
従
っ
て
討
死
し
た
武
士
を
先
祖
に
も
ち
、
寛

齋
が
富
山
藩
に
仕
え
て
い
た
時
、
富
山
藩
士
と
し
て
江
戸
勤
務
で
あ
っ
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

本
詩
一
首
か
ら
は
、
寛
齋
が
転
職
す
る
省
卿
に
﹁
蒼
鷹
試
撃
圖
﹂
を
贈
っ
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
絵
画
に
詩
を
記
し
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
、

こ
の
寛
齋
の
一
連
の
行
為
か
ら
は
、
歴
史
や
文
物
に
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
文
人
と
し
て
の
側
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、
齋
藤
省
卿
と
は
、﹃
富
山
藩
士
由
緒
書
﹄四
九
に
記
さ
れ
て
い
る
﹁
齊マ
マ

藤
善
右
衛
門　

一
信
﹂
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ

四
七　
﹃
寛
齋
漫
稿
上
﹄︵
遊
徳
園
、
大
正
十
五
年
︶
六
十
七
頁
。

四
八　

国
指
定
な
ど
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
あ
る
。https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/201/9249

四
九　

新
田
二
郎
編
﹃
越
中
資
料
集
成
２　

富
山
藩
士
由
緒
書
﹄︵
桂
書
房
、
昭
和
六
三
年
︶
八
二
一
頁
。
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れ
て
い
る
。

寛
政
三
年
三
月
、
御
腰
物
奉
行
被　

仰
付
候
、
同
七
年
十
一
月
、　

寛
隆
院
様
御
代
、
役
人
組
表
御
目
付
被　

仰
出
候
、
同
十
一
年
三
月
、
御
参
勤
之
御
供
、

御
道
中
御
関
札
相
勤
申
候
、
江
戸
表
二
お
ゐ
て
、
御
作
事
所
兼
帯
被　

仰
付
候　

同
十
二
年
、
御
帰
城
之
節
、
御
道
中
会
所
兼
而
、
相
勤
候
様
被　

仰
付
候
、

同
年
八
月
、
御
留
守
居
添
役
被　

仰
出
候
、
同
月
、
江
戸
表
江
出
府
仕
候
。

寛
政
三
年
か
ら
十
二
年
ま
で
の
間
、﹁
御
腰
物
奉
行
﹂
と
し
て
寛
隆
院
︵
前
田
利
謙
︶
の
側
に
仕
え
、
参
勤
交
代
の
折
に
江
戸
に
出
向
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

寛
政
十
一
年
に
は
、﹁
御
道
中
御
関
札
﹂
の
役
も
与
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
書
に
も
優
れ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
後
に
江
戸
に
て

御
作
事
所
︵
建
築
関
連
︶
の
任
も
担
当
し
、
十
二
年
に
は
﹁
御お
ん
る
す
い
そ
え
や
く

留
守
居
添
役
﹂
と
な
り
、
富
山
藩
江
戸
藩
邸
に
お
い
て
外
交
等
も
差
配
す
る
人
物
と
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

﹁
蒼
鷹
﹂
と
は
、
羽
毛
が
青
色
を
帯
び
て
い
る
鷹
の
こ
と
を
い
う
。　

寛
政
五
年
、﹃
寛
齋
先
生
遺
藁
﹄
巻
二
、二
八
〇
頁
。

（
７
）
ま
と
め

以
上
、
寛
齋
の
富
山
で
の
交
流
に
つ
い
て
、
そ
の
詩
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
窺
え
た
。
ま
ず
、
富
山
藩
村
家
老
か
ら
極
め
て
厚
い
も
て
な
し
を
受
け
た
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
後
に
寛
齋
同
様
に
広
徳
館
祭
酒
と
な
る
大
野
拙
齋
︵
國
寶
︶
と
の
親
交
は
極
め
て
深
く
、
そ
の
能
力
を
高
く
評
価
し
て
い
た
ゆ
え
に
か
、

共
に
一
宿
し
て
ま
で
も
語
り
合
う
仲
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

更
に
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
詩
か
ら
は
、
交
流
の
実
態
の
み
な
ら
ず
、
登
場
す
る
人
々
の
性
格
や
志
向
も
伝
わ
る
。
例
え
ば
、
村
家
老
は
﹁
客
好
き
﹂
で
﹁
豪

放
﹂、
大
野
拙
齋
︵
國
寶
︶
は
﹁
学
問
好
き
﹂、
克
卿
は
﹁
極
め
て
ま
じ
め
﹂、
野
上
習
之
は
﹁
温
か
な
﹂
人
柄
、
桐
澤
氏
は
﹁
悠
々
自
適
を
好
む
﹂
等
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
人
物
評
は
、
本
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
寛
齋
詩
以
外
の
資
料
に
も
類
似
の
記
載
が
あ
る
も
の
も
あ
り
、
寛
齋
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
識
人
力
を
も

窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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三
〇

小
論
は
、
令
和
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
︵
ｃ
︶﹁
江
戸
明
治
期
漢
文
笑
話
集
の
訳
読
と
研
究
︱
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
期
の
漢
文
笑
話
集
を

中
心
に
︱
﹂︵
研
究
課
題
番
号
１
８
ｋ
０
０
３
１
３
、
代
表
・
磯
部
祐
子
︶
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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